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2“ 
と
い
う
問
題
は
、
古
典
派
経
済
学
以
来
い
く
度
と
な
く
設
問
さ
れ
た
き
わ
め
て
実
践
的
な
課
題
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
現
代
経
済
機
構
の
主
要
な
徴
表
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
資
本
主
義
的
景
気
変
動
の
分
析
を
対
象
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
本
稽
に
お
い
て
は
、
古
典
的
販
路
法
則
と
そ
の
批
判
的
学
説
を
検
討
し
、
景
気
変
動
分
析
に
お
け
る
方
法
論
の
問
題
の
所
在
を
確
定
し
、
後
続
す
る
変
動
理
論
展
開
の
序
説
と
す
る
。
景
気
変
動
の
分
析
の
用
具
と
し
て
は
、
基
礎
理
論
と
し
て
の
資
本
蓄
積
論
と
、
実
現
理
論
を
ふ
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
筆
者
の
見
解
で
あ
る
が
、
そ
の
両
者
に
よ
っ
て
、
恐
慌
な
い
し
景
気
変
動
の
実
在
的
基
礎
が
確
定
せ
ら
れ
、
生
産
と
消
費
と
の
矛
盾
w
i
d
e
r
s
p
r
u
c
h
が
措
定
s
e
t
z
e
n
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
変
動
理
論
の
論
理
構
成
は
た
ん
な
る
抽
象
段
階
論
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
政
策
的
効
果
に
結
び
つ
く
と
こ
ろ
の
現
実
分
析
に
ま
で
上
向
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
よ
り
具
体
的
側
面
（
利
潤
率
の
変
動
の
如
き
）
の
分
析
は
、
引
き
続
き
発
表
せ
ら
れ
る
ぺ
き
本
論
、
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
諸
分
析
に
委
ね
ら
れ
、
本
稲
に
お
い
て
は
、
生
産
と
消
費
と
の
相
関
1
1
矛
販
路
の
梗
塞
は
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
？
瀬
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巳
子
ー
ア
メ
リ
カ
市
場
問
題
研
究
の
た
め
の
理
論
的
序
説
ー
ー
↓
一
、
古
典
的
販
路
法
則
二
、
景
気
変
動
の
実
証
的
認
証
三
、
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
阪
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
四
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阪
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀕
尾
）
(3) 
盾
性
、
す
な
わ
ち
景
気
変
動
の
実
在
的
基
礎
に
関
す
る
理
論
的
検
討
に
問
題
が
限
定
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
一
八
一
七
年
の
リ
カ
ー
ド
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
一
、
古
典
的
販
路
法
則
四
l
 
D. 
R
i
c
a
r
d
o
の
『
経
済
学
及
び
課
税
の
原
画
』
を
も
っ
て
大
成
し
た
古
典
派
経
済
学
は
、
そ
の
完
成
③
 
せ
る
体
系
の
な
か
に
恐
慌
論
な
い
し
景
気
循
環
論
を
包
括
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
「
近
代
産
業
の
独
自
の
生
活
径
路
」
の
開
始
③
 
「
外
部
的
事
情
か
ら
起
る
の
で
は
な
く
て
現
代
経
済
制
度
の
本
質
か
ら
起
る
」
と
こ
ろ
の
、
最
初
の
イ
ギ
リ
ス
恐
慌
は
一
八
二
五
年
に
勃
発
し
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
始
ま
っ
た
世
界
恐
慌
は
そ
れ
か
ら
二
回
の
恐
慌
を
経
て
一
八
五
七
年
に
至
っ
て
勃
発
し
、
、
、
、
、
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
態
の
全
面
的
考
察
は
、
歴
史
的
に
そ
れ
以
前
に
完
結
し
た
古
典
派
経
済
学
の
体
系
の
な
か
に
く
み
い
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
し
て
終
っ
た
の
で
あ
る
。
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尚
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ヴ
ァ
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恐
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邦
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邦
訳
鍵
本
博
訳
「
英
国
恐
慌
史
論
」
一
1
一
四
頁
。
、
、
、
、
、
古
典
的
な
市
場
理
論
(
T
h
e
o
r
y
o
f
 M
a
r
k
e
t
;
 
T
h
e
o
r
i
e
 d
e
s
 d
e
b
o
u
c
h
e
e
s
)
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
事
情
、
、
、
、
、
、
を
背
景
と
し
て
、
十
九
世
紀
初
頭
の
「
そ
の
型
か
ら
い
え
ば
十
八
批
紀
の
恐
慌
に
属
す
る
」
恐
慌
を
契
機
と
し
て
、
リ
カ
ー
ド
1
1
セ
イ
凶
固
1
1
ミ
ル
な
ど
の
古
典
的
販
路
法
則
の
信
奉
者
1
1
一
般
的
過
剰
生
産
不
可
能
論
者
と
、
マ
ル
サ
ス
1
1
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
な
ど
の
過
少
消
費
論
者
と
の
間
に
か
わ
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
対
象
の
限
定
と
、
か
れ
ら
の
理
論
の
性
格
の
ゆ
え
に
、
結
局
周
期
的
恐
慌
1
1
景
気
循
環
の
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(4) 
本
質
を
解
明
す
る
こ
と
な
し
に
終
っ
た
。
⑥
 
ド
ッ
プ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
古
典
派
経
済
学
の
主
要
な
原
理
は
、
貨
幣
は
単
な
る
交
換
の
媒
介
物
で
あ
る
と
す
る
こ
と
、
商
品
流
通
を
生
産
物
交
換
に
還
元
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
販
売
は
同
時
に
購
買
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
い
う
古
典
的
市
場
法
⑧
 
則
が
帰
結
せ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
蓄
積
に
伴
う
販
路
の
逼
迫
と
い
う
こ
と
は
古
典
派
に
お
い
て
は
問
題
に
な
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
O
l
l
 
愚の
⑨
 
り
、
必
要
な
こ
と
は
た
だ
蓄
積
の
み
で
あ
っ
て
こ
こ
に
「
蓄
積
せ
よ
！
蓄
稼
せ
よ
！
」
と
い
う
資
本
主
義
生
産
の
規
定
的
動
み
が
強
調
さ
れ
る
に
い
た
る
。
古
典
的
市
場
法
則
に
お
い
て
は
、
貨
幣
ヴ
ェ
ー
ル
観
に
よ
っ
て
販
売
と
購
買
と
の
窮
梱
的
な
統
一
な
い
し
同
一
性
と
い
う
論
理
の
帰
結
と
し
て
一
般
的
過
剰
生
産
恐
慌
が
否
定
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
労
働
の
二
重
性
↓
価
値
形
態
論
の
無
視
に
よ
っ
て
、
貨
幣
を
捨
象
し
、
商
品
流
逓
を
生
産
物
交
換
に
還
元
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
論
理
的
基
礎
を
有
し
て
い
る
。
、
、
、
、
、
、
勿
論
リ
カ
ー
ド
体
系
に
お
い
て
は
、
資
本
蓄
積
の
内
部
に
矛
盾
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
周
知
の
土
地
収
穫
逓
減
↓
労
働
の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
限
界
生
産
力
逓
減
↓
穀
物
価
格
騰
貴
↓
労
賃
の
長
期
的
騰
貴
↓
利
潤
の
長
期
的
低
下
傾
向
と
い
う
シ
ニ
ー
マ
は
、
蓄
穣
に
危
機
を
も
た
e“
 
ら
す
長
期
的
な
資
本
の
過
剰
と
し
て
趨
勢
的
に
把
握
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
長
期
的
な
傾
向
の
動
因
は
土
地
収
穫
逓
減
と
い
う
資
本
蓄
積
の
外
部
に
措
定
さ
れ
た
自
然
的
与
件
で
あ
り
、
資
本
の
生
産
過
程
の
内
部
に
お
い
て
は
、
賃
金
と
利
潤
と
の
対
抗
性
に
伴
う
長
期
的
、
、
、
資
本
過
剰
と
し
て
の
み
把
握
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
も
受
け
つ
が
れ
、
短
期
的
な
景
気
循
環
の
一
側
面
の
解
マ
ル
ク
ス
の
考
察
し
た
資
本
の
生
産
過
程
と
流
通
過
程
と
の
統
一
と
し
て
の
総
1
1
再
生
産
過
程
朋
に
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
が
、
他
方
、
、
、
、
の
分
析
と
そ
こ
に
お
け
る
一
般
的
過
剰
生
産
は
、
流
通
面
に
お
け
る
市
場
問
題
の
欠
落
に
よ
っ
て
、
リ
カ
ー
ド
体
系
に
お
い
て
は
解
明
せ
ら
れ
ず
、
流
逝
過
程
に
お
け
る
「
販
路
法
則
」
の
命
題
は
そ
の
後
の
正
統
的
経
済
学
を
支
配
し
た
の
で
あ
る
。
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）
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 Practical Application・ 
1820, 
2
d
 ed. 
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吉
田
零
パ
夫
訳
「
マ
ル
サ
ス
、
経
済
学
原
理
」
）
J.
C. L. 
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 S
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d
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c
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(lm-E:1止
朔
訳
「
シ
ス
モ
ソ
デ
ィ
、
新
経
済
学
原
理
」
）
ditto:
E
t
u
d
e
s
 s
u
r
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'
E
c
o
n
o
m
i
e
 Politique. 
1837ー
8.
M
a
u
r
i
c
e
 
D
o
b
b
:
 
Politica"l 
E
c
o
n
o
m
y
 a
n
d
 Capitalism. 
chap.2. 
(
岡
稔
訳
「
ド
ッ
ブ
、
政
治
経
済
学
と
資
本
主
義
」
第
二
章
。
）
こ
の
点
に
つ
い
て
の
、
リ
カ
ー
ド
1
1
セ
イ
の
立
言
は
つ
ぎ
の
よ
う
た
も
の
で
あ
る
。
「
生
産
物
は
つ
ね
に
生
産
物
又
は
勤
労
に
よ
っ
て
購
買
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
貨
幣
は
単
に
交
換
を
行
う
媒
介
物
に
す
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
る
。
」
(D.
R
e
c
a
r
d
o
:
P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
 
of 
Political 
E
c
o
n
o
m
y
 a
n
d
 T
a
x
a
t
i
o
n
;
 
ed. 
b
y
 Sraffa 
p. 2
9
1
|
2
.
小
泉
訳
旧
阪
二
八
五
頁
）
「
菰
は
商
品
は
つ
ね
に
商
品
と
交
換
さ
れ
る
と
い
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
っ
た
お
ぼ
え
は
な
く
、
混
の
い
っ
た
こ
と
は
、
生
産
物
を
購
買
す
る
も
の
は
生
産
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
」
(
M
e
l
a
n
g
e
s
 
et 
C
o
r
e
s
p
o
n
d
a
n
c
e
 d
`
E
c
o
n
o
m
i
e
 Politique, d
e
 J. 
B. S
a
y
,
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a
r
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h
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r
l
e
s
 C
o
m
t
e
.
 1833.
中
＇
野
ユ
正
訳
「
恐
慌
に
関
す
る
書
簡
」
1
一
九
頁
）
（
傍
点
原
文
の
ま
ま
）
古
典
的
市
場
法
則
は
そ
の
大
成
者
に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
「
生
産
物
に
対
し
て
販
路
を
開
く
も
の
ほ
生
産
で
あ
る
。
・
・
・
・
・
・
生
産
を
完
了
し
た
生
産
物
は
直
ち
に
そ
の
瞬
間
か
ら
そ
の
価
値
の
全
額
だ
け
他
の
生
産
物
に
た
い
し
て
阪
路
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
・
・
・
・
・
・
ゆ
え
に
一
生
産
物
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
単
な
る
事
実
が
直
ち
に
そ
の
瞬
間
か
ら
他
の
生
産
物
に
対
し
て
販
路
を
開
く
。
」
(J.B.
S
a
y
"
 
T
r
a
i
t
e
 
d
'
E
c
o
n
o
m
i
e
 Politique. 
1803 I
 
p. 
163ー
ー
167
~
井
訳
上
羮
芸
一
九
九
ー
一
1
1
0七
頁
）
「
諸
商
品
の
生
産
は
生
産
さ
れ
る
諸
商
品
の
た
め
の
市
場
を
作
り
だ
す
。
そ
し
て
こ
れ
は
こ
の
市
湯
を
作
り
出
す
唯
一
の
そ
し
て
普
遍
的
な
原
因
で
あ
る
。
．．
 
…
・
-
国
民
の
需
要
は
つ
ね
に
一
国
民
の
生
産
物
に
ひ
と
し
い
。
」
(
J
•
M
i
l
l
:
C
o
m
m
e
r
c
e
 D
e
f
e
n
d
e
d
.
 1808 p
.
8
1
1
8
3
)
「
何
人
も
消
費
す
る
た
め
も
し
く
は
売
却
す
る
た
め
以
外
に
生
産
を
行
う
も
の
で
な
く
、
そ
し
て
か
れ
は
直
接
己
れ
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
将
来
の
生
産
に
貢
~
し
う
ペ
き
他
の
何
れ
か
の
商
品
を
購
入
す
る
意
図
を
以
て
す
る
以
外
に
ほ
、
け
っ
し
て
物
を
売
却
す
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
れ
ば
生
産
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
か
れ
は
必
然
に
か
れ
自
身
の
商
品
の
消
費
者
と
な
る
か
、
あ
る
い
は
、
誰
か
他
人
の
商
品
の
購
買
者
か
つ
消
費
者
と
な
る
か
の
何
れ
か
248 
当
時
の
市
場
論
争
に
お
い
て
、
古
典
的
な
調
和
観
に
支
配
せ
ら
れ
て
科
学
的
な
販
路
の
理
論
1
1
実
現
理
論
が
完
成
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
古
典
的
市
場
法
則
の
批
判
者
マ
ル
サ
ス
1
1
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
見
解
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
マ
ル
サ
ス
は
、
リ
カ
ー
ド
に
し
た
が
っ
て
、
資
本
蓄
積
の
内
部
に
お
い
て
、
土
地
収
穫
逓
減
を
基
礎
と
す
る
労
賃
•
利
潤
の
対
抗
性
乳
が
利
潤
率
の
低
下
と
蓄
積
増
進
の
停
止
を
も
た
ら
す
と
い
う
命
題
を
継
承
す
る
が
、
そ
の
場
合
に
「
絶
対
的
条
件
」
と
し
て
、
地
代
が
地
主
に
よ
っ
て
収
取
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
資
本
蓄
積
の
行
わ
れ
る
場
と
し
て
前
提
せ
ら
れ
て
く
る
。
本
蓄
稼
そ
れ
自
身
の
内
在
的
論
理
に
の
み
立
脚
し
て
い
た
た
め
に
（
か
れ
に
よ
る
価
値
法
則
の
堅
持
を
み
よ
）
、
u2) Ul) (10) (9) 
で
あ
る
。
」
(D.
R
i
c
a
r
d
o
"
i
b
i
d
.
 p. 
290
前
出
訳
二
八
三
頁
。
）
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
リ
カ
ー
ド
は
上
述
の
基
礎
に
立
ち
つ
つ
「
需
要
に
は
制
限
が
な
い
ー
ー
＇
多
少
の
利
澗
を
生
じ
る
か
ぎ
り
貴
本
の
使
用
に
は
制
限
が
な
い
。
そ
し
て
資
本
が
い
か
に
幾
富
と
な
っ
て
も
利
潤
の
下
落
に
対
し
て
は
賃
金
の
騰
貴
以
外
に
充
分
な
理
由
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
「
結
論
」
ー
ー
＇
を
薄
き
だ
す
。
(Ricardo:ibid.
p.296
訳
二
八
九
頁
）
こ
の
よ
う
に
リ
カ
ー
ド
の
体
系
に
お
い
て
は
、
過
大
賃
金
の
支
払
に
よ
る
利
潤
率
の
低
下
以
外
に
、
資
本
の
過
剰
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
り
、
阪
路
の
梗
塞
に
よ
る
投
資
の
制
限
は
問
題
に
な
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
「
必
要
な
も
の
は
た
だ
資
力
m
e
a
n
s
の
み
で
あ
り
、
そ
し
て
汽
力
を
提
供
し
う
る
も
の
は
、
生
産
の
増
加
以
外
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
」
(
R
i
c
a
r
d
o
:
 
ibid. p.292
二
八
五
頁
）
こ
こ
に
、
古
典
派
経
済
学
の
生
産
の
た
め
の
生
産
と
い
う
立
言
、
再
生
産
過
程
の
p••• 
p
把
握
が
必
至
と
な
っ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
の
体
系
で
は
、
こ
れ
が
、
生
産
さ
れ
た
商
品
価
値
の
実
現
た
る
阪
売
W
▼
、
|
G
｀
を
発
端
1
1
前
提
と
す
る
と
こ
ろ
の
w
`
·
:
W、
把
握
に
引
き
な
お
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
、
F
ル
ク
ス
体
系
に
お
け
る
、
抽
象
の
一
階
梯
と
し
て
の
再
生
産
表
式
—
ー
W
`
·
·
·
W
`
把
握
に
よ
る
個
別
資
本
の
社
会
的
総
連
関
と
社
会
的
総
費
本
の
素
材
的
・
価
値
的
棋
補
の
認
識
の
も
つ
理
論
的
意
義
と
、
販
路
法
則
に
立
脚
し
、
、
、
た
リ
カ
ー
ド
1
1
セ
イ
的
な
俗
流
的
な
個
．
々
の
一
回
か
ぎ
り
の
販
売
1
1
購
買
行
為
の
一
致
と
い
う
表
象
と
の
質
的
な
差
異
が
存
在
す
る
。
K
a
r
l
 M
a
r
x
:
 D
a
s
 Kapital. I. 
c
h
a
p
.
 2
3
 D
i
e
z
 V
e
r
l
a
g
 Berilin. p.624
長
谷
部
訳
日
評
阪
第
四
分
冊
六
一
―
―
ー
四
頁
。
R
i
c
a
r
d
o
"
i
b
i
d
.
 c
h
a
p
.
 6
の
各
所
。
ま
た
、
「
一
国
に
お
い
て
生
産
的
に
使
用
し
な
い
ほ
ど
の
資
本
額
が
若
禎
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
[
註
|
資
、
、
、
、
本
の
過
剰
]
は
‘
必
需
品
騰
貴
の
結
果
賃
金
が
騰
貴
し
、
従
っ
て
資
本
の
利
潤
と
し
て
剰
ら
さ
れ
る
も
の
が
蓄
糠
の
動
機
を
終
息
せ
し
め
る
ほ
ど
僅
少
と
な
る
と
き
ま
で
は
お
こ
り
え
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
」
(ibid.
p.290
二
八
一
1
一頁）
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀕
尾
）
単
な
る
価
値
移
転
と
四
四
リ
カ
ー
ド
は
、
資
249 
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
四
五
一
般
的
過
剰
生
産
の
承
認
が
な
さ
「
消
費
」
や
「
蓄
積
」
と
い
う
言
葉
の
背
後
に
、
蓄
刈nu
 
し
て
の
地
代
が
蓄
積
に
と
っ
て
の
冗
費
で
あ
り
、
蓄
積
に
た
い
す
る
阻
害
で
あ
る
と
し
て
地
主
的
利
害
を
攻
撃
し
た
が
、
⑮
 
お
い
て
は
、
地
主
的
利
害
と
社
会
の
一
般
的
利
益
と
の
一
致
が
強
調
せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
第
三
の
階
級
を
資
本
蓄
稼
に
と
っ
て
の
条
件
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
、
マ
ル
サ
ス
に
よ
る
有
効
需
要
論
の
提
出
の
性
格
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
そ
こ
で
は
、
資
本
蓄
積
の
内
存
的
論
理
の
な
か
か
ら
市
場
問
題
を
提
出
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
す
ぐ
れ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
な
地
主
弁
護
論
と
し
て
か
れ
の
ハー
有
効
需
要
論
が
展
開
せ
ら
れ
て
く
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
マ
ル
サ
ス
の
過
少
消
費
説
1
1
有
効
需
要
論
に
よ
れ
ば
、
有
効
需
要
の
存
在
こ
そ
生
産
な
い
し
蓄
稼
の
規
定
的
誘
因
で
あ
る
。
マ
ル
サ
m
 
ス
は
セ
イ
1
1
リ
カ
ー
ド
の
古
典
的
市
場
法
則
を
批
判
し
つ
つ
、
有
効
需
要
は
蓄
稼
に
必
然
的
に
随
伴
す
る
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
貯
蓄
餅
部
分
の
増
大
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
制
限
さ
れ
た
も
の
と
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
マ
ル
サ
ス
は
か
よ
う
に
消
費
の
抑
制
↓
有
効
需
要
の
不
足
に
よ
っ
て
一
般
的
な
供
給
過
剰
お
よ
び
資
本
の
過
剰
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
論
理
に
は
、
の
ち
の
ケ
イ
ン
ズ
体
系
に
お
け
餅⑫
 
る
有
効
需
要
の
不
足
1
1
資
本
過
剰
（
投
資
に
た
い
す
る
貯
蓄
の
過
剰
）
と
い
う
命
題
の
煎
芽
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
お
い
て
は
一
方
で
は
、
人
口
の
増
大
よ
り
も
急
速
な
資
本
蓄
積
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
短
期
的
な
商
品
過
剰
1
1
資
本
過
剰
が
指
摘
さ
れ
、
、
、
、
、
、
る
が
、
か
れ
に
と
っ
て
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
奢
移
品
お
よ
び
便
宜
品
に
た
い
す
る
有
効
な
嗜
好
が
緩
慢
に
成
長
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
⑫
 
増
大
せ
る
生
産
力
の
果
実
に
た
い
す
る
需
要
の
欠
乏
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
こ
の
よ
う
な
個
人
的
消
費
の
制
限
性
砂⑫
 
に
加
え
て
貯
蓄
が
有
効
需
要
の
不
足
を
も
た
ら
す
こ
と
が
明
白
に
説
か
れ
る
の
み
で
な
く
、
更
に
進
ん
で
マ
ル
サ
ス
に
お
い
て
は
、
蓄
墨
耕
自
体
が
こ
の
よ
う
な
消
費
の
相
対
的
不
足
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
こ
こ
で
、
稲
の
た
め
に
必
要
な
生
産
財
の
消
費
と
い
う
事
実
が
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
、
そ
の
基
礎
に
た
っ
て
、
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
産
さ
れ
た
生
産
物
1
1
商
品
資
本
W
の
意
大
な
部
分
が
生
産
財
の
形
態
で
集
精
さ
れ
、
そ
れ
が
他
の
資
本
に
と
マ
ル
サ
ス
に
マ
ル
サ
ス
に
250 
n8) 07) U6) U5) U4) u3) 
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
m
っ
て
の
生
産
資
本
p
と
し
て
、
生
産
的
消
費
の
た
め
に
購
買
さ
れ
る
こ
と
が
、
再
生
産
過
程
に
お
け
る
重
要
な
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
な
の
で
あ
マ
ル
サ
ス
の
再
生
産
1
1
蓄
積
論
に
は
、
こ
の
転
態
過
程
の
分
析
が
ま
っ
た
く
み
お
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
「
蓄
積
に
た
、
、
、
、
、
い
す
る
過
度
の
情
熱
」
の
も
た
ら
し
た
潅
大
な
、
無
差
別
的
な
生
産
物
の
集
積
を
前
に
、
彼
は
無
棚
念
的
な
、
個
人
的
「
消
費
」
者
を
探
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
総
生
産
物
の
消
費
財
へ
の
還
元
、
及
び
「
消
費
」
の
個
人
的
消
費
の
み
へ
の
還
元
の
基
⑳
 
礎
に
立
っ
て
マ
ル
サ
ス
は
、
「
生
産
す
る
以
上
の
物
質
的
富
を
消
費
す
る
意
志
と
能
力
と
の
両
者
を
も
つ
者
」
と
し
て
の
一
大
階
級
、
四
す
な
わ
ち
地
主
を
先
頭
と
す
る
不
生
産
階
級
を
、
こ
の
過
剰
な
消
費
財
生
産
の
果
実
の
消
費
の
た
め
に
導
入
す
る
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
生
産
手
段
C
の
た
め
の
市
湯
の
存
在
と
い
う
こ
と
が
全
く
欠
落
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
か
れ
の
過
剰
生
産
の
承
認
は
、
全
く
消
費
財
に
つ
い
て
の
過
剰
で
あ
っ
て
、
奢
修
品
使
用
階
級
の
存
在
が
、
資
本
蓄
積
の
円
滑
な
進
行
の
前
提
と
し
て
必
要
と
せ
ら
れ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
る
が
、
T•R. 
M
a
l
t
h
u
s
"
P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
 o
f
 Political 
E
c
o
n
o
m
y
.
 2
d
 ed. 
A
u
g
u
s
t
u
s
 
M
.
 Kelley. 
Inc. 
1951 
p
.
2
7
1
-
2
 
九
五
頁
。
R
i
c
a
r
d
o
:
 
ibid. 
c
h
a
p
.
 3
2
 
M
a
l
t
h
u
s
:
 
ibid. 
c
h
a
p
.
 3
 sec. 8
 
こ
の
点
の
た
ち
入
っ
た
考
察
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
「
剰
余
価
値
学
説
史
」
マ
ル
・
エ
ン
全
集
改
造
社
版
第
十
一
巻
六
四
ー
五
頁
参
照
。
M
a
l
t
h
u
s
:
 
Principles. 
p. 3
1
1
|
2
邦
訳
下
一
七
七
ー
九
頁
。
ibid. 
p. 3
1
5ー
6
邦
訳
下
一
八
八
—
九
頁
。
こ
の
論
理
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
°
「
[
蓄
積
の
進
行
]
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
、
以
前
に
は
個
人
的
奉
仕
に
従
事
し
て
い
た
者
が
、
資
本
蓄
禎
に
よ
っ
て
、
生
産
的
労
働
者
に
転
換
せ
ら
れ
る
が
た
め
に
、
異
常
の
分
量
な
総
て
の
種
類
の
商
品
が
市
場
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
労
働
者
の
数
は
全
体
と
し
て
同
一
で
あ
り
[
註
ー
V
の
実
現
r
そ
し
て
地
主
お
よ
ぴ
資
本
家
の
間
に
マ
ル
サ
ス
の
過
少
消
費
説
1
1
有
効
需
要
不
足
論
は
、
吉
田
訳
下
ス
ミ
ス
1
1
リ
カ
ー
ド
以
来
の
V
+
w
ド
グ
マ
に
立
脚
し
四
六
251 
(20） (19) 
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
四
七
k
 
お
け
る
消
費
の
た
め
に
購
買
せ
ん
と
す
る
能
力
お
よ
び
意
志
[
註
|
w
C云
k
現
]
は
仮
定
に
よ
つ
て
減
少
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
[
註
1
こ
の
か
ら
と
い
う
論
理
に
注
意
'
-
]
、
商
品
の
価
値
ほ
労
働
に
比
較
し
て
必
然
的
に
下
落
し
、
ひ
い
て
は
利
潤
を
き
わ
め
て
著
し
く
低
め
、
そ
し
て
し
ば
ら
く
の
間
よ
り
以
上
の
生
産
を
妨
げ
る
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
こ
そ
が
正
に
供
給
過
剰
な
る
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
湯
合
、
そ
れ
は
あ
き
ら
か
に
一
般
的
で
あ
っ
て
、
部
分
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
」
(
P
.
3
1
6
.
1
八
九
頁
）
こ
こ
で
は
、
全
生
産
物
が
消
費
財
＞
お
よ
び
vik
と
し
て
把
握
さ
れ
、
生
産
財
の
た
め
の
市
場
が
、
蓄
稼
に
伴
う
C
と
山
．
と
の
増
加
に
つ
れ
て
拡
大
す
る
と
い
う
点
が
看
過
さ
れ
て
い
る
。
V
+
M
ド
グ
マ
と
二
部
門
分
割
の
欠
如
が
、
マ
ル
サ
ス
の
過
剰
生
産
論
の
内
容
を
支
え
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
「
そ
れ
に
使
用
さ
れ
た
労
慟
に
比
例
し
て
通
常
よ
り
も
よ
り
高
い
交
換
価
値
[
註
_
正
し
V
は
使
用
価
値
と
い
う
ぺ
き
で
ぁ
る
]
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
市
場
に
投
ぜ
ら
れ
た
一
新
商
品
が
、
ま
さ
に
需
要
を
増
大
さ
せ
る
に
い
た
る
こ
と
ほ
容
易
に
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
そ
れ
は
、
た
ん
な
る
分
量
の
増
大
で
は
な
く
、
そ
の
生
産
物
が
、
社
会
の
嗜
好
、
欲
求
お
よ
び
消
費
に
よ
り
よ
く
適
合
せ
る
こ
と
に
よ
る
価
値
の
増
大
を
、
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
商
品
を
製
造
ま
た
は
獲
得
す
る
こ
と
は
、
著
し
く
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ほ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
確
か
に
資
本
の
蓄
積
と
商
品
の
増
大
と
に
自
然
的
か
つ
必
然
的
に
随
伴
す
る
も
の
で
は
な
く
、
か
か
る
蓄
積
と
増
大
と
が
消
費
の
節
約
に
よ
り
、
、
、
、
、
、
、
、
ま
た
は
ま
さ
に
需
要
と
価
値
と
の
要
素
た
る
嗜
好
お
よ
び
欲
求
へ
の
耽
溺
の
抑
制
[
註
|
貯
蓄
の
増
大
]
に
よ
り
、
も
た
ら
さ
れ
た
と
き
に
ほ
、
、
、
、
、
、
、
、
別
し
て
そ
う
で
あ
る
。
」
(
M
a
l
t
h
u
s
"
i
b
i
d
.
p. 3
1
8
.
 1
九
ニ
ー
―
―
一
頁
）
（
傍
点
引
用
者
）
。
こ
う
し
て
マ
ル
サ
ス
に
お
い
て
は
生
産
の
増
大
が
需
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
,
要
の
増
大
を
も
た
ら
す
の
は
、
効
用
の
増
加
を
媒
介
と
し
て
で
あ
り
、
し
か
も
、
貯
蓄
の
存
在
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
需
要
の
創
造
に
な
り
え
な
、
、
、
、
、
、
い
部
分
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
、
生
産
と
消
費
と
の
同
一
性
と
い
う
リ
カ
ー
ド
11
セ
イ
的
命
題
は
全
く
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
マ
ル
サ
ス
が
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
リ
カ
ー
ド
に
も
み
ら
れ
る
。
(
R
i
c
a
r
d
0
"
i
b
i
d
.
p
.
2
9
3
二
八
六
頁
）
こ
の
点
は
、
リ
カ
ー
ド
に
よ
る
資
本
の
過
剰
1
1
商
品
の
一
般
的
供
給
過
剰
の
事
実
上
の
承
認
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
、
リ
カ
ー
ド
の
市
場
理
論
に
お
け
る
V
+
M
ド
グ
マ
の
貫
徹
が
、
す
な
わ
ち
、
菩
積
に
お
け
る
C
I
I
生
産
財
市
場
の
問
題
の
欠
落
が
み
ら
れ
る
。
か
れ
は
若
積
に
よ
る
消
費
財
生
、
、
、
、
、
、
、
、
、
産
の
増
大
の
み
し
か
理
解
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
ほ
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
と
も
に
、
菩
被
を
ば
、
単
に
生
産
的
労
働
者
に
よ
る
剰
余
生
産
物
の
消
費
と
し
て
の
み
、
す
な
わ
ち
菩
積
フ
ァ
ン
ド
M
の
Mi
へ
の
転
化
と
し
て
の
み
、
把
握
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
根
源
が
あ
る
。
(
R
i
c
a
r
d
o
"
i
b
i
d
.
 p. 1
5
1
 
1
 
I―
―
七
頁
註
）
こ
れ
に
た
い
し
て
蓄
稼
フ
ァ
ン
ドM
aが、
労
賃
部
分
M
iの
み
で
は
な
く
‘
•
生
産
手
段
訟
と
の
両
者
に
配
分
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
古
典
的
蓄
煎
論
に
た
い
す
る
重
要
な
批
判
点
の
―
つ
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
ケ
イ
ン
ズ
252 
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体
系
に
お
い
て
は
、
C
が
企
業
の
所
得
と
し
て
、
所
得
概
念
の
た
か
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
で
は
、
一
応
古
典
的
誤
謬
は
克
服
さ
れ
て
い
る
。
ケ
イ
ソ
ズ
体
系
を
V
+
M
ド
グ
マ
と
し
て
批
判
す
る
遊
部
久
蔵
氏
（
「
近
代
経
済
学
と
価
値
論
」
購
座
「
近
代
経
済
学
批
判
」
第
二
巻
所
収
）
に
た
い
す
る
川
口
弘
氏
の
反
批
判
（
「
『
ケ
イ
ソ
ズ
批
判
』
の
批
判
」
経
済
評
論
昭
和
＝
二
十
二
年
五
月
号
所
収
）
参
照
。
な
お
最
近
の
端
的
な
文
献
と
し
て
、
H.
C
.
 E
d
e
y
 &
 A. T. P
e
a
c
o
c
k
:
 
N
a
t
i
o
n
a
l
 I
n
c
o
m
e
 a
n
d
 S
o
c
i
a
l
 A
c
c
o
u
n
t
i
n
g
.
 1
9
5
4
 (久
、
、
、
、
、
、
、
、
武
雅
夫
、
藤
択
袈
裟
利
訳
）
を
み
よ
。
そ
こ
で
は
「
企
業
に
よ
る
所
得
支
払
の
合
計
は
、
企
業
の
生
産
物
の
価
値
合
計
と
等
し
い
。
」
す
な
わ
ち
「
所
得
に
は
利
潤
も
含
ま
れ
て
い
る
。
」
（
p
.
1
9
1
1
―
―
一
頁
）
そ
の
さ
い
「
利
澗
は
減
価
償
却
を
差
引
か
な
い
総
額
と
し
て
含
め
ら
れ
て
い
る
。
」
(
p
.
5
7
五
八
ー
九
頁
）
か
く
て
、
企
業
の
所
得
は
、
C
プ
ラ
ス
M
に
ひ
と
し
い
で
あ
ろ
う
。
M
a
l
t
h
u
s
:
 
ibid. 
p. 3
2
0
-
1
.
一
九
四
ー
六
頁
。
ibid. 
p. 3
2
3
.
二
〇
ニ
ー
三
頁
。
か
く
て
、
「
い
か
な
る
国
民
も
、
消
費
の
永
続
的
減
少
[
註
_
貯
蓄
の
増
大
]
よ
り
生
ず
る
資
本
の
若
積
に
よ
っ
て
は
、
お
そ
ら
く
は
富
み
え
な
い
。
」
(ibid.
p. 3
2
6
 1
1
―
―
―
一
頁
）
「
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
商
人
お
よ
び
製
造
業
者
は
、
繁
栄
期
に
は
、
…
国
民
資
本
が
増
大
し
う
る
よ
り
も
は
る
か
に
よ
り
速
か
に
貯
菩
す
る
。
し
か
し
、
も
し
こ
の
こ
と
が
か
れ
ら
全
体
に
と
り
真
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
か
れ
ら
の
現
実
の
習
慣
を
以
て
し
て
は
い
ろ
い
ろ
の
生
産
物
を
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
れ
ら
が
相
互
に
適
当
な
市
場
を
供
し
え
な
い
こ
、、
と
は
、
全
く
明
ら
か
で
あ
る
。
」
(ibid.
p. 4
0
0
 1
一
一
五
二
頁
）
前
者
で
は
、
マ
ル
サ
ス
が
C
の
認
識
を
欠
い
て
い
た
た
め
に
、
貯
蓄
を
、
あ
ら
、
‘
`
ゆ
る
消
費
市
場
の
抑
制
と
し
て
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
貯
菩
は
、
実
は
生
産
的
消
費
に
投
資
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
観
点
は
こ
こ
で
は
全
く
欠
落
す
る
。
他
方
後
者
に
は
貯
巷
•
投
資
の
不
一
致
に
よ
る
不
況
認
識
の
萌
芽
が
み
ら
れ
る
。
M
a
l
t
h
u
s
:
 
ibid. 
p. 3
2
5
.
二
〇
五
頁
。
ibid. 
p. 4
0
0
.
二
五
一
1
一頁。
ibid. 
p. 
405. 
406.
―
―
一
六
ニ
ー
五
頁
。
マ
ル
サ
ス
に
し
た
が
え
ば
、
政
治
家
、
兵
士
、
利
子
生
活
者
の
存
在
も
ま
た
有
効
需
要
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
有
用
な
階
層
で
あ
る
。
(ibid.
p. 4
0
9
.
 I
―
―
六
八
頁
）
「
利
子
生
活
者
の
安
楽
往
生
」
を
説
く
ケ
イ
そ
ス
は
、
マ
ル
サ
ス
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
な
側
面
を
揚
棄
し
て
い
る
。
リ
カ
ー
ド
に
と
っ
て
地
代
が
資
本
家
に
お
け
る
冗
費
で
あ
る
と
同
様
に
、
ケ
イ
ッ
ズ
に
お
い
て
は
、
利
子
は
、
企
業
者
に
と
っ
て
の
冗
費
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
地
代
1
1
利
子
に
対
す
る
リ
カ
ー
ド
と
ケ
イ
ソ
。
ス
の
問
題
意
識
の
変
化
に
は
、
資
本
主
義
の
構
造
的
変
化
が
看
取
せ
ら
れ
る
。
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
四
八
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販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
実
現
の
問
題
は
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
国
内
に
渋
滞
が
起
る
の
で
あ
る
。
」
四
九
「
社
会
は
そ
の
所
得
に
よ
っ
て
の
み
購
買
で
き
る
も
の
で
あ
こ
の
よ
う
に
し
て
、
市
揚
梗
塞
な
い
し
攪
乱
が
直
ち
に
生
産
と
消
費
と
「
生
産
と
所
得
と
消
費
と
の
…
…
均
衡
が
破
れ
れ
ば
う
命
題
に
た
い
し
て
、
か
れ
の
市
場
問
題
を
提
起
し
た
。
シ
ス
モ
ソ
デ
ィ
ほ
、
当
時
の
急
速
な
資
本
制
蓄
積
の
進
行
と
い
う
歴
史
的
現
実
に
当
面
し
て
、
蓄
稜
の
こ
の
よ
う
な
急
激
な
進
行
に
た
い
す
る
不
信
と
い
う
立
場
か
ら
、
⑳
 
の
礼
讃
者
）
と
し
て
行
わ
れ
る
。
リ
カ
ー
ド
の
命
題
は
、
生
産
が
そ
れ
自
休
み
ず
か
ら
の
た
め
の
市
場
を
つ
く
り
出
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
は
こ
れ
を
批
判
し
て
、
セ
イ
11
リ
カ
ー
ド
の
無
制
限
な
消
費
、
ま
た
は
そ
の
生
産
の
み
に
よ
る
限
界
と
い
、
「
消
費
ほ
所
得
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、
当
時
の
「
市
場
の
梗
塞
」
の
責
め
を
無
制
限
な
生
産
を
か
れ
の
批
判
ほ
、
八
laudator
t
e
m
p
o
r
i
s
 a
c
t
i
>
 
(
往
時
贅
美
す
る
か
れ
ら
に
帰
し
つ
つ
、
生
産
が
「
所
得
を
有
す
る
消
費
者
」
に
よ
っ
て
も
っ
ぱ
ら
規
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
り⑫
 
る
。
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
に
よ
れ
ば
「
絶
対
的
消
費
は
…
…
再
生
産
を
規
定
す
る
」
。
の
矛
盾
に
帰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
「
果
し
な
い
生
産
を
奨
励
す
る
人
々
の
誤
謬
」
が
説
か
れ
、
蓄
積
の
よ
り
漸
進
的
な
進
⑳
 
行
が
願
望
せ
ら
れ
て
く
る
。
そ
の
場
合
の
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
蓄
稼
論
に
お
い
て
は
、
か
れ
は
「
消
費
元
本
」
の
ほ
か
に
「
固
定
資
本
」
g
l
l
 
⑫
nu 
と
「
流
動
資
本
」
と
を
認
め
、
播
種
の
た
め
の
「
種
石
」
や
「
原
料
」
お
よ
び
固
定
資
本
の
減
耗
分
が
再
生
産
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
あ
る
箇
所
で
は
認
め
つ
つ
、
実
現
の
問
題
の
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
み
ず
か
ら
の
指
示
を
放
棄
し
、
V
+
M
ド
グ
マ
を
踏
襲
d“―
扮
m
息
し
て
し
ま
う
。
「
再
生
産
資
本
の
補
填
」
が
と
き
に
思
い
出
さ
れ
て
所
得
の
一
部
分
と
し
て
包
含
さ
れ
る
と
は
い
え
、
終
局
的
に
は
忘
A
廿
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
侶
れ
去
ら
れ
て
、
国
民
所
得
1
1
国
民
支
出
が
消
費
元
本
と
等
置
さ
れ
る
。
る。」前m5
 
る
。
こ
う
し
て
過
剰
生
産
に
よ
る
減
価
も
＞
と
M
に
つ
い
て
の
み
考
察
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
に
お
い
て
「
富
者
」
に
よ
る
奢
移
品
(IIM)
と
「
貧
者
」
に
よ
る
生
活
資
料
(IIV)
の
消
費
の
問
題
に
還
元
さ
れ
も
、
実
現
理
論
の
な
か
で
は
、
生
産
が
個
人
的
消
費
に
の
み
連
繋
さ
せ
ら
れ
、
生
産
手
段
の
た
め
の
市
場
と
い
う
問
題
が
ま
っ
た
く
無
視
254 
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一
般
的
過
剰
生
産
、
な
い
し
、
そ
れ
を
そ
の
一
極
に
ふ
く
む
と
こ
ろ
の
資
本
主
義
的
景
気
循
環
に
関
す
る
全
面
的
検
討
、
、
、
、
、
ほ
、
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
科
学
的
に
は
展
開
さ
れ
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
、
と
み
る
こ
と
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
M
a
r
x
"
a
.
a
.
O
.
邦
訳
七
0
頁。
S
i
s
m
o
n
d
i
:
邦
訳
上
「
第
二
阪
へ
の
序
文
」
三
六
六
頁
。
な
お
、
シ
ス
モ
ソ
デ
ィ
に
よ
れ
ば
「
消
喪
者
が
い
つ
で
も
限
り
の
な
い
生
産
物
を
消
化
す
る
こ
と
の
で
き
る
限
界
の
な
い
力
と
想
像
す
る
こ
と
ほ
、
大
部
分
の
近
代
経
済
学
者
が
陥
っ
て
い
る
大
き
な
誤
謬
で
あ
る
。
」
（
九
六
頁
）
と
し
て
セ
イ
1
リ
カ
ー
ド
に
対
す
る
直
接
的
批
判
を
提
起
す
る
。
前
掲
書
一
1
一
五
ー
ー
ニ
七
頁
。
前
掲
書
一
〇
七
ー
八
頁
。
前
掲
書
一
0
四
頁
。
一
0
九
頁
。
一
1
八
頁
な
ど
。
「
再
生
産
は
、
加
工
さ
れ
た
原
料
[
C
]
と
、
労
働
者
が
労
働
中
に
消
費
し
た
生
活
必
需
品
[
註
ー
正
し
V
ほ
労
賃
v]
と
ヽ
織
機
そ
の
他
ご
切
の
固
定
資
本
が
生
産
中
に
減
損
し
た
割
当
高
[
C
]
と
、
さ
い
ご
に
、
労
働
に
出
資
し
、
そ
こ
か
ら
利
益
を
得
た
い
と
い
う
希
望
だ
け
で
配
慮
と
危
険
と
を
冒
し
た
す
べ
て
の
人
々
の
利
得
[
M
]
と
に
相
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
前
掲
書
―
―
一
頁
）
こ
こ
で
は
、
再
生
産
が
し
た
が
っ
て
、
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀕
尾
）
五
〇
覇
り
n
u
 
さ
れ
て
く
る
。
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
に
よ
る
過
剰
生
産
論
す
な
わ
ち
「
消
費
を
凌
駕
す
る
生
産
の
結
果
た
る
困
窮
」
の
理
論
は
、
こ
う
し
て
、
資
本
制
生
産
の
矛
盾
を
、
す
な
わ
ち
、
「
一
方
に
お
け
る
生
産
力
の
自
由
な
る
発
展
、
お
よ
び
同
時
に
商
品
か
ら
な
り
た
つ
販
売
さ
れ
ね
6a・”2 
ば
な
ら
ぬ
富
の
増
加
と
、
他
方
に
お
け
る
、
基
礎
と
し
て
の
生
産
者
大
衆
の
必
要
な
生
活
手
段
へ
の
局
限
、
こ
の
根
本
矛
盾
」
を
感
じ
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
恐
慌
が
リ
カ
ー
ド
に
お
け
る
よ
う
な
偶
然
事
で
は
な
く
て
、
「
内
在
的
矛
盾
の
本
質
的
爆
発
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
、
資
本
主
義
市
場
の
性
質
を
理
解
す
る
こ
と
な
く
、
当
時
に
お
い
て
分
解
し
窮
乏
化
し
つ
つ
あ
る
餅6
 
中
産
者
層
の
局
限
さ
れ
た
個
人
的
消
費
の
観
点
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
こ
れ
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
い
み
で
、
リ
カ
ー
ド
1
セ
イ
的
な
古
典
的
市
湯
法
則
は
、
生
産
の
た
め
の
生
産
・
蓄
積
の
た
め
の
蓄
積
と
い
う
資
本
制
蓄
積
お
よ
び
市
場
問
題
(11
実
現
n
W
 
に
理
論
）
の
本
質
を
直
観
的
に
把
え
た
も
の
と
し
て
、
む
し
ろ
よ
り
生
産
力
的
な
理
論
的
・
歴
史
的
意
義
を
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
255 
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀕
尾
）
躙園 斡 閲 闘
五
C
+
＞
+
M
と
し
て
、
正
当
に
も
把
握
さ
れ
て
い
る
。
（
傍
点
引
用
者
）
し
か
る
に
個
別
的
な
再
生
産
に
お
け
る
C
の
認
識
は
、
社
会
的
に
連
結
さ
れ
た
国
民
所
得
が
考
察
に
上
る
や
シ
ス
モ
ソ
デ
ィ
の
視
野
か
ら
消
え
失
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
前
掲
書
一
ー
五
頁
。
「
年
生
産
す
な
わ
ち
国
民
に
よ
っ
て
年
内
に
な
さ
れ
た
一
切
の
労
働
の
成
果
も
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
そ
の
ー
つ
は
：
・
富
か
ら
生
ず
る
利
潤
[
M
]
で
あ
り
、
他
は
・
・
・
労
働
者
階
級
の
生
活
資
料
[
V
]
で
あ
る
。
」
前
掲
書
―
―
六
頁
。
一
―
八
頁
。
一
ー
九
頁
。
か
れ
は
こ
こ
で
は
、
「
固
定
資
本
の
年
減
損
に
対
応
す
る
本
源
的
労
働
に
よ
っ
て
彼
自
身
お
よ
び
そ
れ
ら
の
資
本
の
所
有
者
た
ち
が
そ
の
権
利
を
獲
得
し
た
所
得
」
と
い
う
表
現
を
使
い
、
所
得
の
な
か
に
減
価
償
却
を
含
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
の
ち
の
近
代
経
済
学
の
所
得
概
念
に
接
近
し
て
い
る
。
前
出
註
(
2
6
)
の
ピ
ー
コ
ッ
ク
の
概
念
を
み
よ
。
シ
ス
モ
ン
デ
イ
の
所
得
概
念
に
は
こ
の
側
面
の
混
入
し
て
い
る
こ
と
を
逸
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
か
れ
の
V
+
M
ド
グ
マ
を
批
判
す
る
に
あ
た
っ
て
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
前
掲
粛
第
六
章
は
、
C
の
欠
落
と
い
う
観
点
で
支
配
さ
れ
て
い
る
。
「
国
民
所
得
は
国
民
支
出
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
後
者
は
、
消
費
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
元
本
と
し
て
生
産
の
総
計
を
吸
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
ー
ニ
0
頁
）
（
傍
点
引
用
者
）
前
掲
害
―
―
―
-
1
一
ー
五
頁
。
「
生
産
は
そ
れ
が
も
は
や
所
得
と
交
換
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
や
否
や
停
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
九
九
頁
）
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ャ
、
、
、
、
こ
の
こ
と
を
数
字
を
あ
け
て
ツ
ス
モ
ソ
デ
ィ
は
計
算
し
て
い
る
。
か
れ
の
例
に
よ
れ
ば
、
あ
る
製
造
工
場
に
お
い
て
、
は
じ
め
に
、
百
人
の
労
、
、
、
、
、
、
、
働
者
が
一
人
当
り
年
に
一
―
ー
百
フ
ラ
ソ
を
受
け
取
り
計
一
1
一
万
フ
ラ
ン
の
労
賃
を
得
る
と
す
る
。
(
l
l
>
）
他
方
、
十
万
フ
ラ
ン
の
流
動
資
本
が
年
に
一
万
五
千
フ
ラ
ソ
を
も
た
ら
し
、
そ
の
中
六
彩
の
利
子
六
千
フ
ラ
ン
を
控
除
し
た
の
ち
の
九
千
フ
ラ
ン
を
利
潤
と
す
る
。
(
I
I
M
)
翌
年
に
は
、
1
1
、
、
、
、
、
、
、
百
人
の
労
働
者
を
一
人
年
二
百
フ
ラ
ソ
で
雇
い
労
賃
合
計
四
万
フ
ラ
ソ
を
与
え
る
。
(
I
I
V
)
他
方
、
二
十
万
フ
ラ
ン
の
流
動
資
本
を
投
下
し
、
四
彩
の
利
子
八
千
フ
ラ
ソ
を
支
払
い
、
一
万
六
千
フ
ラ
ソ
を
利
澗
と
す
る
。
別
に
二
十
万
フ
ラ
ソ
の
固
定
資
本
を
投
じ
、
四
％
の
利
子
八
千
フ
ラ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
`
‘
、
、
、
ソ
と
八
％
の
利
潤
一
万
六
千
フ
ラ
ソ
を
得
る
。
こ
う
し
て
こ
の
年
度
に
お
い
て
は
、
利
子
が
合
計
一
万
六
千
フ
ラ
ン
、
利
潤
合
計
が
一
一
一
万
二
千
フ
ラ
ソ
で
あ
る
。
(
I
I
M
)
こ
う
し
て
は
じ
め
の
年
度
に
お
い
て
は
、
総
所
得
(
I
I
V
+
M
)
は
四
万
五
千
フ
ラ
ソ
で
あ
っ
た
が
、
つ
ぎ
の
年
度
に
お
い
て
は
、
総
所
得
(
I
I
V
+
M
)
は
、
八
万
八
千
フ
ラ
ソ
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
総
所
得
は
二
倍
た
ら
ず
に
増
加
し
た
が
、
生
産
物
は
、
雇
傭
労
働
カ
の
倍
加
と
、
固
定
資
本
の
使
用
に
よ
る
生
産
能
力
の
倍
加
に
よ
っ
て
、
四
倍
に
増
大
し
た
と
仮
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
？
み
ら
れ
る
通
り
、
シ
ス
モ
ソ
デ
ィ
は
、
労
賃
以
外
の
流
動
資
本
の
価
値
お
よ
び
固
定
資
本
の
償
却
分
の
価
値
の
再
生
産
(
I
I
C
)
を
全
く
排
除
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
か
れ
は
こ
の
こ
と
に
全
く
気
が
つ
か
ず
「
販
売
の
困
難
」
を
こ
こ
か
ら
郡
き
出
す
。
「
（
こ
の
よ
う
に
）
生
産
が
四
倍
と
な
り
、
梢
費
が
二
倍
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
時
に
は
、
ど
こ
か
に
生
産
が
1
一
倍
と
な
る
に
止
っ
て
、
し
か
も
消
費
が
四
倍
と
な
る
256 
経
済
学
の
正
統
的
学
派
に
お
い
て
、
古
典
的
販
路
法
則
は
、
完
全
厖
傭
と
い
う
い
ま
―
つ
の
命
題
と
と
も
に
依
然
と
し
て
維
持
せ
ら
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
実
的
諸
関
係
は
理
論
的
表
象
に
か
か
わ
り
な
く
進
行
し
、
期
的
な
循
環
を
繰
り
か
え
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
諸
現
象
の
観
測
が
、
十
九
批
紀
の
終
り
頃
か
ら
確
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
躙 園閲罰
産
業
が
存
在
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
[
!
]
さ
も
な
け
れ
ば
正
に
商
業
の
過
重
在
荷
、
販
売
の
困
難
、
そ
し
て
最
後
に
損
害
が
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
[
!
]
そ
れ
ぞ
れ
の
製
造
業
者
は
他
人
を
、
外
国
人
を
あ
て
に
し
て
い
る
。
…
…
だ
が
：
・
…
-
エ
湯
に
つ
い
て
最
初
に
お
こ
な
っ
た
計
算
は
、
直
ち
に
全
国
民
に
、
そ
し
て
つ
い
に
は
既
知
の
世
界
市
場
全
部
に
適
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
(
-
―
1
0
八
ー
1
-
=
1
0
頁
）
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
は
こ
の
ド
グ
マ
に
よ
っ
て
、
リ
カ
ー
ド
1
1
セ
イ
的
な
公
理
を
「
根
底
か
ら
拒
否
」
（
三
―
―
頁
）
す
る
も
の
と
す
る
。
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
ほ
生
産
財
C
の
価
値
補
棋
の
た
め
の
生
産
財
市
場
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
製
造
場
の
生
産
は
も
は
や
市
湯
の
需
要
と
比
例
し
、
、
、
、
な
い
」
（
三
一
三
頁
）
こ
と
を
提
示
し
、
か
れ
の
過
剰
生
産
論
を
こ
こ
か
ら
導
き
出
す
の
で
あ
る
。
前
掲
密
一
1
ニ
―
―
一
頁
。
M
a
r
x
:
-
a
.
 a
.
0．
邦
訳
六
九
頁
。
シ
ス
モ
ソ
デ
ィ
は
い
う
ー
ー
_
「
国
民
全
体
を
た
え
ず
就
業
し
て
い
る
生
産
的
労
働
者
の
一
大
集
団
に
転
化
す
る
こ
と
は
富
の
原
動
力
に
な
る
の
と
は
反
対
に
、
一
般
的
な
窮
乏
を
惹
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
」
（
九
八
頁
）
こ
れ
は
、
資
本
制
蓄
糠
の
進
行
に
伴
う
階
級
分
解
に
た
い
す
る
不
信
の
表
明
で
あ
り
、
資
本
制
蓄
積
が
み
ず
か
ら
の
市
場
を
見
出
す
と
い
う
リ
カ
ー
ド
1
1
セ
イ
的
命
題
と
す
る
ど
く
対
立
す
る
。
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
に
よ
れ
ば
中
産
者
層
の
か
か
る
分
解
こ
そ
奢
俊
品
市
場
に
お
け
る
M
の
実
現
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
九
八
-
1
0
0
頁）
Me
の
観
点
の
欠
落
に
よ
る
、
ッ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
後
向
き
の
中
産
者
的
立
場
の
固
守
、
当
時
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
階
層
分
解
に
対
す
る
慨
歎
的
立
場
が
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
。
以
上
の
と
く
に
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
に
関
す
る
実
現
論
的
見
地
か
ら
み
た
古
典
的
文
献
と
し
て
W.I•Lenin"Nur 
C
h
a
r
a
k
t
e
r
i
s
t
i
k
 
d
e
s
 
c
i
k
o
n
o
m
i
o
c
h
e
n
 
R
o
m
a
n
t
i
s
m
u
s
 
(fi:
訳
全
集
箪
t
二
巻
所
収
）
邦
文
で
は
、
宇
高
基
輔
氏
「
再
生
産
諭
と
恐
慌
と
の
連
緊
に
つ
い
て
」
（
『
社
会
科
学
研
究
』
第
一
1
一
巻
第
一
号
所
収
）
。
な
お
R
o
s
a
L
u
x
s
e
m
b
u
r
g
:
 D
i
e
 A
k
k
u
m
u
l
a
t
i
o
n
 d
e
s
 K
a
p
i
t
a
l
の
第
二
編
参
照
。
二
、
景
気
変
動
の
実
証
的
認
証
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀕
尾
）
一
八
五
七
年
以
来
の
世
界
恐
慌
は
、
そ
の
周
五
257 
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
五
と
市
場
の
予
測
に
資
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ュ
グ
ラ
ー
②
 
m
a
x
 W
i
r
t
h
や
ト
ウ
ガ
ン
・
バ
ラ
ノ
フ
ス
キ
ー
そ
の
主
要
対
象
は
、
周
期
性
の
発
見
と
、
循
環
に
お
け
る
産
業
諸
指
標
の
変
動
を
実
証
的
・
統
計
的
に
研
究
し
、
企
業
家
行
動
の
参
考
C. 
J
u
g
l
a
r
の
い
わ
ゆ
る
十
年
毎
の
「
ジ
ュ
グ
ラ
ー
波
」
の
研
究
以
来
マ
ッ
③
 
M
.
 T
u
g
a
n
,
B
a
r
a
n
o
w
s
k
y
プ
ニ
ア
チ
ア
ン
ク
ス
・
ヴ
ィ
ル
ト
④
 
niatian
が
詳
細
な
恐
慌
史
研
究
を
行
っ
た
が
、
一
九
0
七
年
の
恐
慌
を
契
機
と
し
て
一
九
一
三
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
連
邦
準
備
制
度
F
e
d
e
r
a
l
R
e
s
e
r
v
e
 
S
y
s
t
e
m
が
樹
立
さ
れ
た
頃
か
ら
、
景
気
予
測
は
先
進
資
本
主
義
国
に
お
い
て
本
格
的
な
事
業
の
一
っ
と
な
り
、
一
九
二
0
年
に
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
T
h
e
と
い
う
こ
と
が
き
わ
め
て
実
践
的
な
要
請
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ル
ガ
ン
財
閥
の
指
導
の
下
に
ア
メ
リ
カ
鋼
鉄
ト
ラ
ス
ト
U.
S. 
Steel 
C
o
r
p
.
 
M
.
 B
o
u
,
 
N
a
t
i
o
n
a
l
 
B
u
r
e
a
u
 of E
c
o
n
o
m
i
c
 R
e
s
e
a
r
c
h
が
創
設
さ
れ
固
た
。
そ
の
初
代
の
理
事
長
で
あ
る
ミ
ッ
チ
ェ
ル
W
.
C. 
M
i
t
c
h
e
l
i
は
景
気
循
環
論
に
関
す
る
大
著
を
あ
ら
わ
し
、
こ
れ
に
先
立
っ
⑧
 
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ム
ー
ア
H
e
n
r
y
L. 
M
o
o
r
e
や
。
ハ
ー
ソ
ソ
ズ
W
.
M
.
 P
e
r
s
o
n
s
ス
ナ
イ
ダ
ー
C.
S
n
y
d
e
r
と
と
も
に
、
統
計
的
経
済
学
に
よ
る
景
気
循
環
の
実
証
的
研
究
が
確
立
せ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
景
気
循
環
の
実
証
的
研
究
の
背
後
に
産
業
資
本
の
終
局
的
確
立
と
と
も
に
、
巨
大
な
独
占
企
業
が
形
成
さ
れ
、
金
融
資
本
な
い
し
独
占
体
に
よ
る
景
気
の
観
測
と
そ
の
支
配
一
八
八
二
年
以
来
の
ロ
ッ
ク
フ
ニ
ラ
ー
の
石
油
ト
ラ
ス
ト
S
t
a
n
d
a
r
d
Oil 
Co.
と
と
も
に
、
S
h
e
r
m
a
n
A
c
t
 (
一
八
九
0
年
）
な
ど
の
禁
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九
八
ー
一
九
0
四
年
の
い
わ
ゆ
る
T
h
e
G
r
e
a
t
 M
e
r
g
e
r
 M
o
v
e
m
e
n
t
を
経
て
、
そ
の
産
業
界
に
た
い
す
る
強
力
な
支
配
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
独
占
体
の
市
場
問
題
に
た
い
す
る
高
度
な
実
践
的
要
請
が
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
正
統
的
経
済
学
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
景
気
循
環
の
実
証
的
研
究
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
れ
ら
の
外
に
も
、
十
年
周
期
ま、,“" 
一
八
六
一
年
ー
五
年
の
南
北
戦
争
後
、
一
八
六
五
年
、
が
設
立
さ
れ
、
一
八
一
九
0
一
年
に
は
、
モ
一
八
七
三
年
の
世
界
恐
慌
を
経
て
、
鋼
鉄
・
石
炭
・
石
油
を
中
心
と
す
る
蓋
釜
班
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Q
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仕
A
ヂ
戎
共
＇
柴
返
中
Q
ヂ
Q
Q
座
ヌ
Q
宙
娯
出
囚
ゃ
~
,
o
o
」
（
綜
11
凝
1
<
ギ
回
婚
虻
似
）
M
.
 Z
u
g
a
n
-
B
a
r
a
n
o
w
s
k
y
:
 
Studien z
u
r
 T
h
e
o
r
i
e
 u
n
d
 Geschichte der Handelskrisen in 
England. 1894. 
M
.
 
Bouniatian: 
Geschichite 
der 
Handelskrisen 
in 
E
n
g
l
a
n
d
 
i
m
 
Z
u
s
a
m
m
e
n
h
a
n
g
 
m
i
t
 
der 
E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
 
des Englischen Wirsschaftslebens 1640-1810. 
1908. 
W
.
 C. 
Mitchell: Business Cycles; 
the P
r
o
b
l
e
m
 a
n
d
 its 
Setting. 
1927, 
A
r
t
h
u
r
 F. 
B
u
r
n
s
 &
 W
.
 C. 
Mitchell: 
M
e
a
s
u
r
i
n
g
 Business 
Cycles 
1946..fu
江
疇
翠
疇
戸
紐
”
l
兵
l
lll
砂
‘‘Business
Cycle "
山
條
如
ピ
心
゜
He)lry L. 
M
o
o
r
e
:
 
E
c
o
n
o
m
i
c
 Cycles; 
their 
L
a
w
 a
n
d
 Cause. 1914. 
W
.
 M
.
 Persons: 
Indices of 
General Business Conditions. R
e
v
i
e
w
 o
f
 E
c
o
n
o
m
i
c
 Statistics, 
Preliminary 
Vol. 
I. 
1919. 
C. 
Snyder: 
B
u
s
i
n
e
s
s
 Cycles a-nd 
Business M
e
a
s
u
r
e
m
e
n
t
.
 Studies in 
Quantitive.Economics.. 1927. 
E. 
W
a
g
e
m
a
n
n
:
 
Konjunkturlehre, eine G
r
u
n
d
l
e
g
u
n
g
 z
u
r
 L
e
h
r
e
 v
o
n
 R
h
y
t
h
m
u
s
 der Wirtschaft. 
1928. 
A
.
 Aftalion: 
L
e
s
 Crises Periocliques 
d
e
 Surproduction. 1913. 
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阪
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
一
九
二
七
年
の
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
書
物
に
お
い
て
は
、
景
気
循
環
に
関
す
る
学
説
と
し
て
、
天
候
(
W
•
H
e
r
s
c
h
e
l
,
W
.
 S. 
り
J
e
v
o
n
s
,
 
H
e
n
r
y
 L. M
o
o
r
e
)
、
価
格
や
註
文
の
不
確
実
性
(
c
.
o
•
H
a
r
d
y
)
、
事
業
決
意
に
お
け
る
情
緒
的
要
素
（A
.
C. 
P
i
g
o
u
.
 
箇
餅
H
u
▼
"
＂
i
 
M
.
B
•
H
e
x
t
e
r
)
を
重
視
す
る
見
解
に
加
え
て
、
発
明
、
革
新
(
J
.Sc
h
u
m
p
e
t●
r, 
M
i
n
n
i
e
 T
.
 E
n
g
l
a
n
d
,
 E
•
H
.
V
g
e
l
)
や
、
ol 
、
、
⑫
‘
、
、
⑫
貯
蓄
お
よ
び
投
資
の
過
程
(
M
.
T
.
 B
a
r
a
n
o
w
s
k
y
,
 J. 
A
•
H
o
b
s
o
n
)
、
建
設
事
業
(
A
.Spiethoff, G•H•Hull, 
etc.)
を
t
 
h
 
重
視
す
る
見
解
を
あ
げ
、
同
時
に
「
景
気
循
環
は
経
済
組
織
の
特
殊
的
に
現
代
的
型
を
有
す
る
社
会
に
お
い
て
の
み
起
る
」
こ
と
、
れ
ら
の
循
環
を
「
最
近
の
発
展
の
制
度
的
要
因
に
あ
と
づ
け
る
」
こ
と
こ
そ
は
「
も
っ
と
も
高
度
に
理
論
的
意
義
を
有
す
る
事
実
で
あ
し
て
い
く
。
(1) 
（
瀬
尾
）
五
五
N•D•Kondratieff"Die 
L
a
n
g
e
n
 
W
e
l
l
e
n
 
der 
Konjunktur. 
A
r
c
h
i
v
 
f
u
r
 
Sozialwissenschaften 
U
n
d
 
Polit
娑
1
9
2
6
.J•Kitchen 
&
 W
.
L
.
 C
r
u
m
:
 Articles in 
R
e
v
i
e
w
 of E
c
o
n
o
m
i
c
 Statistikes, 1
9
2
3
.
 
こ
こ
れ
ら
の
景
気
循
環
の
実
証
的
研
究
は
、
古
典
派
経
済
学
の
伝
統
を
は
な
れ
て
、
大
陸
（
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
）
お
よ
び
、
ア
メ
リ
q
4
 
カ
合
衆
国
の
制
度
学
派
Institutionist
の
影
響
下
の
統
計
経
済
学
者
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
に
か
け
て
の
い
わ
ゆ
る
＾
よ
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
C
r
i
s
e
s
"
 
(
商
業
恐
慌
）
の
研
究
は
、
や
が
て
そ
の
循
環
性
が
認
証
さ
れ
る
に
つ
れ
て
小
景
気
循
環
6占
B
u
s
i
n
e
s
s
C
y
c
l
e
 "
 (
イ
ギ
リ
ス
で
は
6
:
T
r
a
d
e
C
y
c
l
e
"
)
の
研
究
へ
と
移
行
す
る
叫
こ
こ
に
恐
慌
を
そ
の
一
桓
に
ふ
く
む
と
こ
ろ
の
循
環
現
象
が
包
括
的
に
研
究
せ
ら
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
数
量
的
、
統
計
的
研
究
ほ
、
古
典
派
経
済
学
の
大
成
し
た
生
産
諸
関
係
の
内
在
的
分
析
を
全
く
捨
て
さ
る
こ
と
に
な
り
、
資
本
制
蓄
積
の
理
論
を
捨
象
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
A
 
そ
の
限
界
性
を
有
す
る
。
け
れ
ど
も
他
方
で
は
、
そ
の
数
量
的
、
統
計
的
研
究
じ
た
い
が
「
循
環
的
変
動
の
間
に
お
け
る
原
料
、
工
業
t
 
的
設
備
お
よ
び
消
費
財
の
生
産
の
相
互
関
係
、
貯
蓄
と
投
資
の
量
の
相
互
関
係
」
に
着
目
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
て
、
事
実
上
、
二
部
門
分
割
が
研
究
者
の
意
識
に
上
り
、
古
典
的
販
路
法
則
の
批
判
者
た
る
マ
ル
サ
ス
1
1
ッ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
V
+
wド
グ
マ
を
実
験
的
に
克
服
Sozial 
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(14) U3) U2) 
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
五
六
閾
⑳
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
彼
は
そ
の
貨
幣
経
済
的
観
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
物
的
な
所
得
1
1
支
出
分
析
に
ま
で
進
み
、
銑
鉄
、
、
、
、
、
、
、
、
、
P
i
g
,
i
r
o
n
を
主
と
す
る
生
産
財
の
循
環
的
変
動
を
研
究
し
て
い
る
が
、
か
る
生
産
財
の
認
識
を
強
調
す
る
こ
う
し
た
方
法
論
は
、
大
陸
の
カ
ッ
セ
ル
や
ウ
ィ
ク
セ
ル
、
ス
キ
ー
、
シ
ュ
ピ
ー
ト
ホ
フ
や
ッ
ガ
ン
バ
ラ
ノ
ウ
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
と
と
も
に
、
す
で
に
古
典
的
な
V
+
M
ド
グ
マ
に
た
い
す
る
警
鐘
を
い
み
し
、
古
典
的
市
場
論
累
争
の
基
礎
を
揺
駿
す
る
も
の
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
景
気
循
環
研
究
の
始
祖
た
る
W.
C
.
 M
i
t
c
h
e
l
l
`
J
.
 M
.
 C
l
a
r
k
 
~
、
い
わ
ゆ
る
制
度
経
済
学
I
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
a
l
E
c
o
n
o
m
i
c
s
の
代
表
者
た
る
T.
V
e
b
l
e
n
 (
1
8
5
7ー
'
1
9
2
9
)
の
直
接
的
感
化
の
下
に
か
れ
ら
の
仕
事
を
お
し
す
す
め
た
。
小
原
敬
士
氏
「
ア
メ
リ
カ
経
済
思
想
の
潮
流
」
一
九
六
ー
七
頁
な
ど
を
参
照
。
ミ
ッ
チ
エ
ル
は
、
彼
の
先
行
者
た
ち
の
業
績
を
評
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。
「
初
期
の
『
商
業
恐
慌
』
に
つ
い
て
の
著
者
た
ち
は
、
・
・
・
・
・
・
統
社
を
集
め
、
事
業
年
誌
を
作
り
上
げ
、
異
っ
た
事
業
活
動
に
お
け
る
循
環
的
変
動
の
振
幅
や
期
間
を
比
較
し
、
術
語
的
概
念
を
発
展
さ
せ
定
義
づ
け
る
こ
と
の
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
短
か
い
序
論
の
の
ち
に
か
れ
ら
は
恐
慌
の
原
因
に
つ
い
て
の
議
論
に
と
び
こ
み
、
か
れ
ら
の
立
論
の
な
か
に
引
用
す
る
よ
う
に
証
拠
資
料
を
加
工
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
か
れ
ら
の
議
論
は
わ
れ
わ
れ
の
世
代
が
う
ら
や
む
ぺ
き
心
地
よ
い
卒
直
さ
を
も
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
広
く
倣
い
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
」
(W.
C
.
 
M
i
t
c
h
e
l
l
:
 
B
u
s
i
n
e
s
s
 C
y
c
l
e
s
,
 t
h
e
 
P
r
o
,
 
b
l
e
m
 a
n
d
 its 
Setting. 
p.l)
こ
こ
に
は
、
従
来
の
「
矛
盾
の
爆
発
」
と
し
て
の
恐
慌
論
を
、
慎
重
に
経
済
過
程
の
諸
側
面
の
実
証
的
研
究
、
し
た
が
っ
て
景
気
循
環
の
生
態
研
究
に
お
き
な
お
そ
う
と
す
る
意
図
が
み
ら
れ
る
。
し
か
も
同
時
に
若
穣
論
の
欠
如
が
、
か
れ
ら
の
研
究
に
大
き
な
無
概
念
性
を
附
与
し
た
。
こ
う
し
た
点
に
関
聯
し
て
エ
ル
ス
ナ
ー
F
.
O
e
l
s
s
n
e
r
ほ
、
「
景
気
循
環
論
」
の
方
法
を
否
定
し
て
い
う
｀
—
|
「
循
環
の
四
つ
の
基
本
的
局
面
ー
恐
慌
、
不
況
、
お
よ
び
高
揚
ー
を
同
等
の
意
義
を
も
っ
た
局
面
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
、
完
全
に
あ
や
ま
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
`
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
恐
慌
ほ
循
環
の
決
定
的
局
面
で
あ
り
、
そ
れ
は
循
環
の
基
礎
を
な
し
、
循
環
の
性
格
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
不
況
は
た
ん
に
恐
慌
の
作
業
を
完
成
し
、
恐
慌
に
お
い
て
公
然
と
爆
発
し
た
諸
矛
盾
を
均
衡
せ
し
め
る
だ
け
で
あ
る
。
活
況
と
涵
揚
と
は
た
ん
に
つ
ぎ
に
お
こ
る
恐
慌
の
準
備
局
面
に
す
ぎ
な
い
。
循
現
全
体
の
性
格
は
、
恐
慌
の
性
格
、
恐
慌
6
範
囲
と
深
さ
と
に
よ
っ
て
決
定
的
に
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
統
一
的
な
理
論
と
し
て
大
成
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
力‘
塁（9llu゜室(60唇忌
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E
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T
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k
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阪
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
、
、
、
、
を
制
度
的
な
も
の
に
帰
因
す
る
と
す
る
理
論
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。
(
-
)
制
度
の
変
化
に
循
現
の
源
泉
を
見
出
す
も
の
I
④
社
会
的
諸
過
程
の
本
質
的
な
b
y
n
a
t
u
r
e痙
華
性
ー
「
そ
の
速
度
と
方
向
に
お
け
る
変
化
が
撹
乱
を
生
み
出
す
」
こ
と
を
強
調
す
る
見
解(
E
•
H
.
、
、
、
V
o
g
e
l
)
＠
新
機
軸
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
が
波
動
を
も
た
ら
し
、
活
動
の
初
期
は
恐
慌
と
不
況
に
よ
っ
て
伴
わ
れ
る
と
す
る
見
解
(
J
.
S
c
h
u
m
p
e
-
、
、
、
、
、
、
、
ter, 
M
i
n
n
i
e
 T
.
 E
n
g
l
a
n
d
)
 
(
二
）
現
在
制
度
の
機
能
に
変
動
の
源
泉
を
見
出
す
も
の
ー
④
貨
幣
造
出
の
技
衛
的
逼
迫
を
あ
げ
る
も
の
「
予
想
利
潤
の
変
動
は
、
事
業
の
資
本
化
お
よ
び
確
信
に
お
け
る
変
動
の
原
因
と
な
り
、
後
者
は
予
想
利
潤
の
新
た
な
変
動
を
惹
起
す
る
。
」
(T.
V
e
b
l
e
n
,
 J
.
 
L
e
s
c
u
r
e
)
「
貨
幣
経
済
は
、
商
品
註
文
、
製
造
、
原
料
の
生
産
に
お
け
る
変
動
に
み
ち
び
く
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
す
ぺ
て
の
事
業
が
直
接
に
か
間
接
に
か
、
そ
の
市
場
に
依
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
消
費
者
購
買
物
に
お
け
る
変
動
よ
り
も
累
進
的
に
よ
り
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
」
(H.
S. D
e
n
n
i
s
s
o
n
,
 L•K. 
F
r
a
n
k
,
 
S. S
•
K
u
z
n
e
t
s
)
「
前
述
の
変
動
が
、
消
費
者
需
要
か
ら
原
料
生
産
に
向
う
に
つ
れ
て
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
よ
り
大
き
く
な
る
と
い
う
理
由
は
、
事
業
体
制
の
も
た
ら
す
競
争
上
の
幻
想
に
あ
る
。
」
(
T
.
W
•
M
i
t
c
h
e
l
l
)
＠
所
得
を
分
配
し
費
消
す
る
、
、
、
、
`
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
過
程
と
、
価
値
を
生
産
す
る
過
程
と
の
間
の
均
衡
の
欠
乏
を
あ
げ
る
も
の
「
所
得
は
、
賃
銀
稼
得
者
に
対
し
、
生
産
さ
れ
た
商
品
の
貨
幣
価
値
の
変
化
の
後
に
遅
れ
て
支
払
わ
れ
る
。
か
く
し
て
、
消
費
者
の
需
要
は
、
現
在
の
供
給
よ
り
も
大
き
い
か
小
さ
い
か
と
な
る
。
」
(R.E.
M
a
y
)
 
「
価
格
の
騰
落
す
る
比
率
の
不
均
衡
は
、
消
費
者
の
所
得
が
繁
栄
期
の
消
費
者
財
の
産
出
に
お
く
れ
る
原
因
と
な
り
、
不
況
期
の
産
出
よ
り
超
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
過
す
る
原
因
と
な
る
。
」
(E.
L
e
d
e
r
e
r
)
「
企
業
に
よ
っ
て
、
個
人
に
分
配
さ
れ
る
所
得
は
、
阪
売
の
た
め
に
生
産
さ
れ
る
商
品
の
全
部
価
値
よ
り
多
い
か
少
い
か
で
あ
り
、
か
く
し
て
始
ま
っ
た
変
動
は
、
個
人
の
貯
蓄
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
る
。
」
(
W
.
C
a
t
c
h
i
n
g
s
,
 W•T. 
Foster̀
 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
H
.
B
•
H
a
s
t
i
n
g
s
)
「
繁
栄
は
流
動
資
本
の
増
大
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
は
、
も
し
も
繁
栄
が
継
続
す
る
と
す
れ
ば
、
消
費
者
財
貨
に
支
出
さ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
基
金
か
ら
の
み
供
給
さ
れ
う
る
。
不
況
が
流
動
資
本
の
成
長
を
阻
止
す
る
ゆ
え
に
回
復
が
来
る
。
」(
P
.
W
•
M
a
r
t
i
n
)
「
消
費
、
、
、
、
、
、
、
者
の
所
得
は
、
銀
行
信
用
の
膨
脹
に
よ
っ
て
融
資
さ
れ
る
資
本
設
備
の
増
大
に
よ
っ
て
の
み
、
消
費
者
財
貨
の
価
値
産
出
高
を
超
過
さ
せ
る
こ
、
、
、
、
、
、
、
、
と
が
可
能
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
繁
栄
を
特
徴
づ
け
る
こ
の
状
態
は
そ
れ
自
身
の
破
減
を
つ
く
る
。
」
(
A
.
B
.
A
d
a
m
s
)
◎
商
品
一
般
を
生
産
す
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
る
過
程
と
消
費
す
る
過
程
と
の
均
衡
の
欠
如
を
あ
げ
る
も
の
「
一
般
過
剰
生
産
の
波
は
、
『
産
業
競
争
と
い
う
ほ
と
ん
ど
普
遍
的
な
事
実
』
か
、
、
、
、
ら
結
果
す
る
」
(
W
.
B
e
v
e
r
i
d
g
e
)
「
す
ぺ
て
の
事
業
計
画
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
不
確
実
性
は
、
商
品
の
過
剰
又
は
過
少
生
産
に
導
く
。
」
(C.
0
•
H
a
r
d
y
)
「
商
品
取
引
は
、
産
業
設
備
の
、
つ
い
で
産
出
高
の
急
速
な
増
大
に
導
き
、
そ
し
て
遂
に
、
消
費
者
財
の
限
界
需
要
価
格
の
低
下
に
導
く
。
産
業
設
備
と
産
出
高
の
成
長
が
阻
止
さ
れ
る
不
況
が
そ
れ
に
続
く
。
つ
い
に
ふ
た
た
び
消
費
者
財
の
限
界
需
要
価
格
が
上
昇
し
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
活
動
の
新
た
な
時
期
が
始
ま
る
。
」
(A.
Aftalion, M
.
 B
o
u
n
i
a
t
i
o
n
)
 
@
消
費
・
貯
蓄
•
新
建
設
に
お
け
る
投
資
の
諸
過
程
に
お
け
る
均
五
八
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(25) 
阪
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
(24) (23） 
五
九
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
衡
の
欠
如
を
あ
げ
る
も
の
「
繁
栄
期
に
お
い
て
は
、
資
本
に
対
す
る
需
要
は
現
在
貯
蓄
を
超
過
す
る
。
そ
の
た
め
の
資
本
の
稀
少
性
が
恐
慌
を
引
き
起
す
。
不
況
期
に
は
、
投
資
が
現
在
貯
苦
以
下
に
低
下
し
、
自
由
な
資
本
は
、
投
資
が
今
一
度
稼
極
的
と
な
り
、
新
た
な
活
動
の
時
期
が
開
始
す
る
ま
で
、
菩
租
さ
れ
る
。
」
(
M
.
T
u
g
a
n
,
B
a
r
a
n
o
w
s
k
y
)
「
繁
栄
期
に
急
速
に
成
長
す
る
と
こ
ろ
の
大
き
な
所
得
は
、
過
剰
貯
菩
、
、
、
、
、
お
よ
び
新
設
備
に
対
す
る
過
剰
投
資
に
導
く
。
そ
こ
で
供
給
は
現
在
の
需
要
を
超
過
す
る
。
大
き
な
所
得
が
縮
少
し
、
過
剰
貯
菩
の
終
る
不
況
、
、
、
、
、
、
、
、
、
が
そ
れ
に
つ
づ
き
、
消
費
が
生
産
に
お
い
つ
き
、
回
復
が
始
ま
る
。
」
(
J
.
A
•
H
o
b
s
o
n
)
「
恐
慌
ほ
、
工
業
設
備
の
過
剰
生
産
と
そ
の
設
備
を
使
用
す
る
に
必
要
な
商
品
の
附
随
的
な
過
少
生
産
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
」
(A.
Spiethoff)
「
消
喪
者
財
に
対
す
る
需
要
と
、
建
設
コ
ス
ト
に
お
け
る
比
較
的
僅
か
な
変
化
は
、
建
設
作
業
の
量
に
お
け
る
は
る
か
に
激
し
い
変
化
の
原
因
と
な
る
。
後
者
の
変
化
は
消
費
者
財
需
要
の
変
化
、
、
、
、
、
、
、
を
高
め
、
伝
播
さ
せ
る
よ
う
に
反
作
用
す
る
。
」
(
G
•
H
•
H
u
l
l
)
「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
事
業
増
設
の
過
剰
は
、
増
大
し
た
生
産
に
よ
っ
て
埋
合
わ
さ
れ
な
い
程
の
購
買
力
の
追
加
を
伴
う
。
価
格
は
、
か
れ
ら
の
ス
ト
ッ
ク
に
対
す
る
追
加
に
人
々
が
危
険
を
み
出
す
ま
で
騰
貴
す
る
。
そ
の
と
き
購
買
は
縮
少
し
、
恐
慌
が
く
る
。
」
(
M
.
C
.
 R
o
r
t
y
)
R
銀
行
業
の
過
程
を
上
げ
る
も
の
(
H
a
w
t
r
e
y
)
(Mitchell, ibid. 
p.49ー
5
3
)
 
(
傍
点
引
用
者
）
こ
の
よ
う
に
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
に
至
る
諸
研
究
に
お
い
て
は
、
生
産
財
生
産
の
認
識
と
、
「
生
産
」
と
「
消
費
」
と
の
関
聯
が
重
視
さ
れ
、
そ
の
ば
あ
い
に
C
a
t
c
h
i
n
g
s
1
1
F
o
s
t
e
r
1
1
H
a
s
t
i
n
g
s
で
は
、
マ
ル
サ
ス
的
な
V
+
M
ド
グ
マ
と
消
費
財
の
過
剰
生
産
の
観
点
が
引
き
つ
が
れ
て
い
る
が
、
N
u
g
a
n
,
B
r
a
n
o
w
s
k
y
1
1
H
o
b
s
o
n
U
み
る
よ
う
に
貯
蓄
、
投
資
の
相
互
作
用
お
よ
び
H
u
l
l
に
み
る
よ
う
に
加
速
度
原
理
の
原
型
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
ミ
ッ
チ
エ
ル
は
こ
れ
ら
の
見
解
を
、
か
れ
の
「
景
気
循
環
の
構
造
研
究
」
に
お
い
て
「
私
の
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
作
用
仮
説
w
o
r
k
i
n
g
h
y
p
o
t
h
e
s
e
」
と
し
て
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
(ibid.
p.49) 
M
i
t
c
h
e
l
l
,
 ibid. 
p.61 
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
問
題
意
識
は
す
ぐ
れ
て
プ
ラ
グ
マ
チ
ッ
ク
で
あ
る
。
「
も
し
景
気
循
環
の
過
程
を
『
資
本
主
義
』
に
関
聯
さ
せ
る
な
ら
ば
、
景
気
循
環
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
に
つ
い
て
の
研
究
を
、
よ
り
有
効
に
組
織
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
？
・
」
と
設
問
し
た
上
で
彼
は
結
局
「
生
産
手
段
の
私
有
」
と
い
う
賢
本
主
義
概
念
を
放
棄
す
る
。
そ
の
理
由
は
そ
れ
が
「
『
貨
幣
経
済
』
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
る
特
徴
ほ
ど
、
景
気
の
好
・
不
況
の
交
替
を
理
解
す
る
に
役
立
た
な
い
特
徴
で
あ
る
。
」
か
ら
と
い
う
。
(ibid.
p.62)
か
く
し
て
か
れ
の
景
気
循
現
論
に
ほ
資
本
菩
戟
論
が
全
く
欠
如
u
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
現
象
の
記
述
を
こ
え
た
変
動
理
論
と
し
て
大
成
し
な
か
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
勿
論
ッ
ガ
ソ
や
シ
ュ
ピ
ー
ホ
フ
ほ
、
理
論
と
し
て
の
販
路
法
則
は
む
し
ろ
継
承
し
て
を
り
過
剰
生
産
は
た
ん
な
る
不
比
例
と
し
て
の
過
剰
投
資
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
青
山
秀
夫
氏
「
経
済
変
動
理
論
の
研
究
」
第
二
巻
参
照
。
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古
典
的
市
場
法
則
は
、 二、
し
た
が
っ
て
す
な
わ
ち
ミ
ル
に
よ
れ
ば
「
貨
幣
は
た
だ
交
換
を
容
易
に
す
る
た
め
の
工
夫
に
す
ぎ
ず
マ
ル
サ
ス
1
1
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
説
の
誤
謬
は
、
「
富
を
制
限
す
る
も
の
は
決
し
て
消
費
者
の
不
足
に
受
け
つ
が
れ
販
路
法
則
へ
の
批
判
的
体
系
い
わ
ゆ
る
セ
イ
の
「
販
路
法
則
」
と
し
て
そ
の
後
の
古
典
派
1
1
新
古
典
派
経
済
学
の
理
論
的
支
柱
と
な
る
。
「
供
給
は
そ
れ
自
ら
の
需
要
を
創
造
す
る
」
と
い
う
そ
の
命
題
は
、
ジ
ョ
ン
。
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
J
.
S
.
 
Mil
 
不
況
は
「
市
場
の
一
時
的
攪
乱
」
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ル
に
よ
れ
ば
、
図
で
は
な
く
て
生
産
者
お
よ
び
生
産
力
の
不
足
で
あ
る
。
」
③
 
に
関
す
る
誤
解
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
④
 
価
値
法
則
に
影
響
し
な
い
。
」
「
価
値
お
よ
び
価
格
の
現
象
「
商
品
に
対
す
る
支
払
の
資
力
m
e
a
n
s
を
構
成
す
る
も
の
は
…
…
単
に
商
品
で
あ
る
。
各
人
が
他
の
人
々
の
生
産
物
に
対
し
て
払
う
資
力
は
彼
自
身
の
所
有
す
る
生
産
物
か
ら
成
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
売
手
は
不
可
避
的
に
か
つ
文
字
通
り
ex
vi 
termini
買
手
で
あ
る
。
い
ま
も
し
わ
れ
わ
れ
が
一
国
の
生
産
力
を
急
に
二
倍
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
市
場
に
お
け
る
商
品
の
供
給
を
二
倍
に
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
と
同
時
に
、
購
買
力
を
も
二
倍
に
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
あ
ら
ゆ
る
人
々
は
二
倍
の
需
要
と
供
給
と
を
と
も
に
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
二
倍
だ
け
の
も
の
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
交
換
に
提
供
す
固
べ
き
二
倍
の
も
の
を
も
つ
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
」
「
い
や
し
く
も
需
要
が
支
払
資
力
m
e
a
n
s
of 
p
a
y
m
e
n
t
に
存
す
る
か
ぎ
⑥
 
り
、
一
般
的
供
給
過
剰
ま
た
は
あ
ら
ゆ
る
商
品
の
供
給
が
需
要
を
超
過
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
」
こ
の
よ
う
に
ミ
ル
は
一
方
に
お
い
て
古
典
的
命
題
の
た
ん
な
る
祖
述
者
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
、
ミ
ル
は
、
商
業
恐
慌
の
経
験
事
実
を
つ
ぎ
の
(
1
)
 
阪
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
六
〇
26.5 
阪
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
マ
ー
シ
ャ
ル
A.
M
a
r
s
h
a
l
l
 
商
品
を
購
入
す
る
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
、
貯
蓄
し
た
所
得
部
分
を
も
っ
て
労
働
お
よ
び
商
品
を
購
入
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
UOl (7) (5) (4) (3) (2) 
-，ヽ
よ
う
に
説
明
す
る
。
商
業
恐
慌
に
お
い
て
は
、
「
商
品
供
給
が
、
貨
幣
需
要
を
実
際
に
超
過
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
貨
幣
供
給
の
不
足
、
、
、
、
が
存
在
す
る
。
」
ミ
ル
に
よ
れ
ば
商
品
過
剰
は
貨
幣
欠
乏
に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
（
物
価
暴
落
は
こ
れ
に
帰
因
す
る
）
、
「
恐
慌
の
、
、
⑧
直
接
の
原
因
は
信
用
の
収
縮
で
あ
り
、
こ
れ
を
救
う
道
は
供
給
の
減
少
で
は
な
く
し
て
、
確
信
の
回
復
で
あ
る
。
」
こ
う
し
て
ミ
ル
に
⑨
 
お
い
て
は
こ
の
「
一
時
的
な
市
場
攪
乱
」
は
、
も
っ
ぱ
ら
貨
幣
価
格
の
下
落
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
市
場
の
欠
乏
w
a
n
t
o
f
 
m
a
r
k
e
t
 
、
、
、
、
の
か
か
る
一
時
的
現
象
は
、
富
の
一
般
的
過
剰
と
蓄
積
過
多
と
い
う
よ
り
永
久
的
な
現
象
と
区
別
さ
れ
る
。
ミ
ル
に
お
い
て
は
、
後
者
は
、
リ
カ
ー
ド
的
な
動
態
現
象
、
す
な
わ
ち
、
人
口
の
増
加
に
よ
る
食
科
価
格
の
騰
貴
が
労
働
維
持
費
用
を
増
加
さ
せ
、
利
潤
が
下
落
û 
す
る
と
い
う
、
認
識
に
結
合
さ
れ
て
く
る
。
か
よ
う
に
ミ
ル
に
お
い
て
は
、
リ
カ
ー
ド
1
1
セ
イ
的
な
商
品
流
通
を
生
産
物
交
換
に
還
元
す
る
販
路
法
則
を
承
認
し
つ
つ
、
恐
慌
現
象
の
説
明
と
し
て
、
折
衷
的
に
貨
幣
供
給
や
信
用
c
r
e
d
i
t
信
頼
c
o
n
f
i
d
e
n
s
e
の
作
用
を
、
、
、
、
、
、
外
在
的
な
要
因
と
し
て
導
入
し
、
事
実
上
そ
れ
ら
の
要
素
の
自
立
的
作
用
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
J
.
 
S. 
M
i
l
l
"
P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
 o
f
 
Political 
E
c
o
n
o
m
y疇
1848.
E
d
.
 
b
y
 W. J
.
 
A
s
h
l
e
y
,
 
L
o
n
g
m
a
n
s
 
G
r
e
e
n
 &
 co. 
1909. 
I. 
c
h
a
p
.
5
 p.68
戸
田
正
雄
訳
「
経
済
学
原
理
」
第
一
分
冊
―
一
九
頁
。
ibid. 
I. c
h
a
p
.
1
4
 p.557.
邦
訳
第
三
分
冊
1
1
0
五
頁
。
ibid. 
I. c
h
a
p
.
7
 sec.3 
Title. 
~
l
i
l
i
a
~
空
一
一
分
皿
皿
九
二
頁
。
ibid. 
I. chap.14. 
p
.
5
5
7
1
8
.
 
~
訳
苛
匹
塩H
m〖
二0
七
ー
八
頁
。
ibid. 
p.561
邦
訳
ニ
ー
ニ
頁
。
ニ
―
三
頁
。
ibid. 
IV. c
h
a
p
.
4
邦
訳
第
四
分
冊
。
J
.
S. 
Mill, 
E
s
s
a
y
s
 
o
n
 
S
o
m
e
 U
n
s
e
t
t
l
e
d
 
Q
u
e
s
t
i
o
n
s
 of 
Political 
E
c
o
n
o
m
y
,
 
184.
末
永
茂
喜
訳
「
経
済
学
試
論
集
」
一
三
五
ー
一
三
八
頁
。
も
ミ
ル
の
理
論
を
引
き
つ
い
で
い
る
。
「
人
は
費
消
す
る
と
い
わ
れ
る
部
分
を
も
っ
て
労
働
お
よ
び
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瀕
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l
J
d
“
 
"
u
n
周
知
の
経
済
学
上
の
公
理
で
あ
る
。
」
そ
し
て
不
況
の
原
因
は
、
信
用
の
向
う
み
ず
の
膨
脹
の
結
果
で
あ
り
、
信
頼
の
欠
如
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
か
く
て
こ
こ
で
は
、
貯
蓄
と
投
資
は
同
一
で
あ
っ
て
、
攪
乱
は
偶
然
的
要
因
に
す
ぎ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
制
度
学
派
の
経
済
学
者
テ
イ
ラ
ー
F.
M. T
a
y
l
o
r
も
ミ
ル
1
1
マ
ー
シ
ャ
ル
の
理
論
を
継
承
し
、
短
期
に
お
け
る
一
時
的
攪
乱
に
お
い
て
は
信
頼
の
欠
箇u
 
如
の
た
め
に
購
買
力
が
退
蔵
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
長
期
に
お
い
て
は
販
路
法
則
の
妥
当
性
を
是
認
す
る
。
ピ
グ
ー
A.
C
.
 
ハhu 
P
i
g
o
u
も
、
雇
傭
の
変
動
は
賃
銀
率
の
硬
直
性
に
あ
る
と
し
、
「
も
し
賃
金
率
が
完
全
に
柔
軟
で
あ
る
な
ら
ば
就
業
労
働
量
の
変
化
は
日
J
ゼ
ロ
で
あ
る
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
自
由
競
争
の
下
で
は
経
済
は
労
働
市
場
に
お
け
る
完
全
雇
傭
を
も
た
ら
す
傾
向
が
あ
る
、
と
ハ
い
う
い
わ
ゆ
る
セ
イ
の
法
則
の
ピ
グ
ー
的
定
式
化
は
、
完
全
雇
傭
へ
の
自
動
的
傾
向
に
お
け
る
賃
金
調
整
の
役
割
を
重
視
す
る
の
で
あ
っ
て
、
（
一
）
フ
レ
ク
シ
ブ
ル
な
利
子
率
が
貯
蓄
、
投
資
の
一
致
を
保
証
す
る
と
共
に
、
（
二
）
フ
レ
ク
シ
ブ
ル
な
賃
金
、
価
格
機
構
が
自
動
的
に
生
産
物
の
た
め
の
市
場
を
保
証
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
古
典
的
販
路
法
則
を
支
え
る
理
論
的
支
柱
と
な
す
。
か
よ
う
に
し
て
古
典
的
販
路
法
則
に
よ
る
一
般
的
過
剰
生
産
の
否
定
と
い
う
命
題
は
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
媒
介
と
し
た
生
産
財
お
よ
び
労
働
力
の
完
全
雇
傭
と
い
う
新
古
典
派
の
命
題
に
継
承
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
仰
A.
M
a
r
s
h
a
l
l
:
 
P
u
r
e
 T
h
e
o
r
y
 o
f
 D
o
m
e
s
t
i
c
 V
a
l
u
e
s
,
 1879.. 
r
e
p
r
i
n
t
e
d
 b
y
 L
o
n
d
o
n
 S
c
h
o
o
l
 o
f
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
 a
n
d
 Poli, 
tical Sciense•No. 
1
 i
n
 
S
e
r
i
e
s
 o
f
 
R
e
p
r
i
n
t
s
 o
f
 
S
c
a
r
c
e
 T
r
a
c
t
s
 i
n
 
E
c
o
n
o
m
i
c
s
 a
n
d
 Political S
c
i
e
n
c
e
`
1
9
3
0
.
 p.34. 
A
.
 M
a
r
s
h
a
l
l
:
 
P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
 o
f
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
.
 1890. 
8
t
h
 ed. 
1920. 
p.710. +
ハ
恒
t
今
iナ
J
帥
＃
訳
「
饂
i溶
出
子
回
か
碑
こ
筑
H
四
分
”
皿
i-
―
-
0百
fo
F. 
M
.
 T
a
y
l
o
r
"
P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
 o
f
 
E
c
o
n
o
m
i
c
s
.
 1
9
2
1
 
p.197ー
8.
A. C
.
 
P
i
g
o
u
:
 
I
n
d
u
s
t
r
i
a
l
 
F
l
u
c
t
u
a
t
i
o
n
,
 1927. 
I. 
chap.19. 
ibid. 
p.176. 
A. C
.
 
P
i
g
o
u
:
 
• 
T
h
e
o
r
y
 o
f
 U
n
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
.
 1933. 
p.252.
な
お
P
i
g
o
u
:
E
m
p
l
o
y
m
e
n
t
 a
n
d
 E
q
u
i
b
r
i
u
m
.
 
1941. 
2
n
d
 ed. 
1949; 
L
a
p
s
e
s
 f
r
o
m
 F
u
l
l
 E
m
p
l
o
y
m
e
n
t
.
 1945.
な
ど
。
ケ
イ
ン
ス
は
、
ピ
グ
ー
の
思
考
を
批
評
し
て
い
う
。
「
貨
幣
は
ー』
ノ‘
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代
の
い
わ
ゆ
る
大
不
況
G
r
e
a
t
D
e
p
r
e
s
s
i
o
n
で
あ
る
。
摩
擦
的
以
外
に
は
何
ら
実
質
的
な
差
異
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
確
信
、
な
ら
び
に
生
産
お
よ
び
麗
傭
の
理
論
は
、
（
ミ
ル
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
）
『
実
物
』
交
換
に
基
礎
を
お
く
も
の
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
貨
幣
は
後
の
章
に
申
訳
的
に
導
入
す
れ
ば
た
り
る
と
い
う
確
信
は
、
古
典
派
の
伝
統
の
近
代
的
翻
訳
で
あ
る
。
」
(Keynes:
i
b
i
d
.
 
p.19ー
2
0
邦
訳
ニ
―
―
一
頁
。
）
(
2
)
 
セ
イ
1
1
リ
カ
ー
ド
ー
ー
ミ
ル
1
1
マ
ー
シ
ャ
ル
的
な
古
典
的
販
路
法
則
に
た
い
し
て
、
そ
の
新
古
典
派
的
伝
統
の
な
か
か
ら
も
っ
と
も
包
括
的
な
批
判
的
休
系
を
展
開
し
た
ケ
イ
ン
ズ
J
.
M
•
K
e
y
n
e
s
の
理
論
は
、
b
e
r
t
s
o
n
ア
フ
ク
リ
オ
ン
A
.
A
f
t
a
l
i
o
n
の
投
資
変
動
分
折
の
系
列
を
か
ま
え
つ
つ
他
方
に
お
い
て
マ
ル
サ
ス
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
「
有
効
需
要
の
原
理
」
を
リ
カ
ー
ド
体
系
に
お
け
る
完
全
雇
傭
の
想
定
に
反
対
し
て
確
立
す
る
と
こ
ろ
に
基
礎
を
有
す
る
。
ド
に
お
い
て
古
典
派
的
に
大
成
せ
ら
れ
た
生
産
関
係
の
分
析
を
、
労
働
価
値
法
則
と
と
も
に
そ
の
生
産
過
租
の
分
析
ー
—
い
わ
る
る
三
位
一
休
範
式
の
基
礎
分
析
ー
~
を
放
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
販
路
法
則
に
た
い
す
る
批
判
と
し
て
の
「
有
効
需
要
の
原
理
」
を
展
開
し
た
こ
と
は
、
. 
ノ‘
カ
ッ
セ
ル
G
.
C
a
s
s
e
l
 
1
 
•
\
ー
ト
ソ
ン
D
•
H
.R
o
'
 
マ
ル
ク
ス
の
理
論
と
の
鋭
い
対
比
を
な
す
。
し
か
し
そ
れ
は
消
費
函
数
と
所
得
分
配
の
問
題
に
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
少
雇
傭
均
衡
の
存
在
を
論
証
し
、
「
豊
富
の
な
か
の
食
困
」
t
h
e
p
a
r
a
d
o
x
 of 
p
o
v
e
r
t
y
 in 
t
h
e
 m
i
d
s
t
 of 
p
l
e
n
t
y
 
と
い
う
資
本
主
義
の
病
息
を
論
断
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
ケ
イ
ン
ズ
理
論
の
直
接
の
背
景
を
な
し
た
も
の
は
、
「
古
典
派
理
論
の
想
定
し
て
い
る
状
態
は
、
リ
カ
ー
一
九
三
0
年
い
く
つ
か
の
可
能
的
な
均
衡
状
態
の
う
ち
の
一
つ
の
極
限
点
に
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
l
 
す
ぎ
な
い
d
」
そ
し
て
、
賃
金
調
整
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
う
ち
に
自
動
的
な
完
全
雇
傭
へ
の
傾
向
を
見
出
す
と
い
う
ビ
グ
ー
に
よ
っ
て
代
②
 
q
y
 
表
せ
ら
れ
る
古
典
派
の
公
準
（
ビ
グ
ー
の
式
は
N
=
ー
ー
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
）
を
、
一
九
三
二
年
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
失
業
の
よ
w
 
③
 
う
な
経
験
的
事
実
に
よ
っ
て
否
定
し
、
賃
金
率
の
操
作
は
雇
傭
増
加
の
有
効
な
手
段
で
は
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
実
質
賃
金
の
低
落
268 
六
四
囚
は
雇
傭
の
減
少
を
導
か
な
い
ゆ
え
に
賃
金
の
硬
直
性
が
失
業
の
原
因
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
有
効
需
要
の
操
作
こ
そ
が
は
る
か
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
る
。
こ
こ
に
マ
ー
シ
ャ
ル
1
1
ピ
グ
ー
の
新
古
典
派
的
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
折
か
固
ら
有
効
需
要
原
理
に
基
く
づ
所
得
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
る
。
有
効
需
要
の
分
析
に
お
い
て
は
、
貨
幣
数
量
説
的
な
M
V
接
近
方
法
が
一
方
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
有
効
需
要
の
集
計
a
g
g
r
e
g
a
t
i
o
n
概
念
と
し
て
の
掌
握
が
一
義
的
に
支
配
し
、
貨
幣
需
要
M
Vが
所
与
な
ら
ば
、
購
買
さ
れ
る
も
の
の
種
類
は
代
替
的
で
あ
り
、
市
場
の
不
足
と
い
う
こ
と
は
視
野
に
入
り
こ
ま
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ッ
セ
ル
ー
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
］
ウ
ィ
ク
セ
ル
の
投
資
需
要
分
析
を
う
け
つ
い
だ
ケ
イ
ン
ズ
体
系
に
お
い
て
は
、
有
効
需
要
1
1
国
民
所
得
を
、
消
費
財
と
投
資
財
に
わ
け
な
。
こ
こ
で
は
、
マ
ル
サ
ス
の
有
効
需
要
分
析
に
お
け
⑧
 
る
消
費
財
の
み
の
立
場
は
、
そ
れ
以
後
の
経
済
学
の
発
展
を
ふ
ま
え
て
揚
棄
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
二
つ
の
型
の
財
貨
に
た
い
す
る
需
要
は
何
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
つ
ぎ
の
問
題
と
な
る
。
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
消
費
財
需
要
は
、
消
費
者
⑨
 
の
購
買
力
す
な
わ
ち
個
人
所
得
に
依
存
し
、
投
資
財
需
要
は
利
潤
の
期
待
に
依
存
す
る
。
そ
の
場
合
に
、
消
費
性
向
は
、
所
与
と
み
な
n
u
 
さ
れ
た
社
会
の
制
度
的
条
件
に
よ
り
ほ
ゞ
一
定
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
、
結
局
総
需
要
量
は
、
経
常
投
資
の
量
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
＂『
な
＂
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ケ
イ
ン
ズ
の
有
効
需
要
原
理
に
お
い
て
は
、
投
資
需
要
の
演
ず
る
役
割
が
規
定
的
な
意
味
を
お
び
し
め
ら
れ
て
く
る
。
d“
 
更
に
ケ
イ
ン
ズ
に
お
い
て
は
、
総
産
出
高
の
変
動
が
雇
傭
量
を
基
準
と
し
て
測
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
雇
傭
量
は
、
総
供
給
函
d
 
数
が
総
需
要
函
数
と
交
わ
る
点
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
に
、
総
供
給
函
数
は
、
供
給
の
物
質
的
条
件
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
技
術
。
資
源
・
費
用
の
一
定
の
仮
定
に
よ
り
、
総
供
給
函
数
は
安
定
的
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
総
需
要
函
数
は
、
売
上
金
＾
出
額
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
消
費
支
出
の
総
額
と
投
資
支
出
の
総
額
と
の
総
和
か
ら
な
り
立
っ
て
い
る
も
の
と
さ
れ
る
。
消
阪
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
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収
益
に
た
い
す
る
期
待
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
産
出
物
の
価
値
と
正
確
に
等
し
い
、
と
い
う
正
当
な
命
題
は
、
六
五
Sl 
費
性
向
の
安
定
性
に
よ
り
前
者
は
安
定
的
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
、
結
局
産
出
高
1
雇
傭
の
増
大
は
、
投
資
量
に
主
と
し
て
依
存
す
る
で
＂^ 
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ケ
イ
ソ
ズ
の
理
論
に
お
い
て
は
、
技
術
・
資
源
の
一
定
に
伴
う
総
供
給
函
数
の
安
定
性
と
い
う
静
態
的
仮
定
に
よ
っ
て
、
総
需
要
函
数
の
演
ず
る
役
割
が
主
と
し
て
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
こ
そ
は
、
一
九
三
0
年
代
の
大
不
況
期
に
お
け
る
独
占
資
本
主
義
段
階
の
販
路
問
題
の
深
刻
さ
を
熾
烈
な
問
題
意
識
と
し
て
か
れ
の
理
論
の
な
か
に
投
影
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
は
、
か
か
る
有
効
需
要
の
原
理
に
も
と
づ
い
て
、
古
典
的
販
路
法
則
を
批
判
す
る
。
そ
の
根
拠
は
ま
づ
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
経
済
に
お
け
る
実
物
交
換
か
ら
の
誤
っ
た
類
推
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
ち
、
古
典
的
販
路
説
に
は
二
つ
の
命
題
の
誤
っ
た
混
同
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
に
お
け
る
生
産
活
動
に
参
与
す
る
要
素
の
得
る
総
体
的
な
所
得
は
、
必
然
的
に
い
ま
―
つ
の
産
出
物
の
生
産
費
は
、
常
に
総
需
要
か
ら
結
果
す
る
販
売
閻
代
金
に
よ
っ
て
償
わ
れ
る
と
い
う
一
見
も
っ
と
も
ら
し
い
結
論
と
混
同
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
産
出
物
の
需
要
価
格
砂
は
供
給
価
格
と
均
等
で
あ
る
と
い
う
「
平
行
の
公
理
」
a
x
i
o
m
of 
parallels 
t!
古
典
派
の
命
題
で
あ
る
が
、
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
総
需
要
1
売
上
価
格
は
、
総
供
給
価
格
(11
総
生
産
費
）
に
等
し
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
ま
た
等
し
く
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
総
需
要
の
う
ち
、
消
費
者
需
要
は
今
期
の
所
得
の
函
数
だ
が
、
絶
対
量
に
お
い
て
は
そ
れ
よ
り
小
さ
く
（
限
界
消
費
性
向
は
一
よ
り
小
）
、
そ
の
間
隙
を
う
ず
め
る
べ
き
投
資
需
要
を
も
た
ら
す
動
機
ほ
、
「
現
在
の
消
費
を
さ
し
控
え
よ
う
と
す
る
決
意
」
す
な
わ
ち
＾
切3U 
貯
蓄
動
機
と
単
純
に
結
び
つ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
貯
蓄
は
所
得
の
函
数
で
あ
る
が
、
投
資
ほ
、
そ
れ
か
ら
独
立
の
予
想
「
も
し
消
費
性
向
と
新
投
資
率
と
が
不
充
分
な
有
効
需
要
し
か
も
た
ら
さ
な
い
な
ら
墨
ば
、
現
実
の
一
雇
傭
水
準
は
現
存
実
質
賃
金
で
潜
在
的
に
使
用
可
能
な
労
働
供
給
量
に
達
し
な
い
で
あ
ろ
う
」
か
よ
う
に
し
て
、
有
効
n
3
 
需
要
の
不
足
が
過
少
雇
傭
を
も
た
ら
す
こ
と
、
「
繁
栄
に
た
い
す
る
障
害
が
有
効
需
要
の
不
足
に
よ
っ
て
起
り
う
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
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 n
3
 
リ
カ
ー
ド
に
お
い
て
は
こ
の
点
の
解
明
が
な
い
た
め
に
、
現
在
秩
序
の
弁
護
論
の
役
割
を
果
し
て
き
た
こ
と
を
論
難
し
て
い
る
。
四
こ
の
よ
う
に
、
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
る
有
効
需
要
原
理
の
究
明
と
い
う
問
題
意
識
は
、
か
れ
の
い
わ
ゆ
る
国
民
所
得
分
析
を
支
え
て
い
る
支
柱
で
あ
っ
て
、
の
ち
の
ヒ
ッ
ク
ス
・
ハ
ロ
ッ
ド
の
体
系
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
が
充
分
に
発
展
さ
れ
て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
か
え
っ
て
後
退
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
総
産
出
高
や
成
長
率
と
い
う
集
計
棚
念
が
ケ
イ
ン
ズ
的
な
投
資
11
貯
蓄
と
消
費
と
の
重
要
な
概
念
構
、
、
、
、
、
、
成
を
副
次
的
な
も
の
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ケ
イ
ソ
ズ
に
よ
る
所
得
分
析
に
適
用
せ
ら
れ
た
産
出
物
の
投
資
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
消
費
と
の
分
割
は
古
典
派
経
済
学
の
批
判
的
体
系
と
し
て
大
成
し
た
マ
ル
ク
ス
の
理
論
の
な
か
に
、
生
産
と
消
費
と
の
連
結
1
1
矛
盾
性
と
し
て
よ
り
目
的
意
識
的
に
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
。
図③
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五
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。
ク
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
ケ
イ
ン
•
ス
の
革
命
的
貢
献
は
・
・
・
・
・
・
一
に
有
効
需
要
の
理
論
を
、
す
な
わ
ち
全
体
と
し
て
の
生
産
高
水
準
決
定
の
理
論
を
発
展
せ
し
め
た
点
に
あ
っ
た
。
」
(
K
l
e
i
n
"
T
h
e
K
e
y
n
e
s
i
a
n
 R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
.
 p.56
篠
原
一
1
一
代
平
、
宮
沢
健
一
訳
七
二
頁
。
）
ウ
イ
ク
セ
ル
に
お
い
て
ほ
、
自
然
利
子
の
高
さ
は
、
「
資
本
に
対
す
る
需
要
・
供
給
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
の
利
子
率
の
上
限
は
、
「
生
産
物
（
あ
る
い
は
他
の
商
品
に
か
え
た
そ
の
売
上
高
）
が
支
払
わ
れ
た
労
賃
・
地
代
な
ど
の
総
額
以
上
に
提
供
し
う
る
余
剰
[
M
]
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
大
き
さ
は
あ
る
仕
方
で
、
一
方
に
お
い
て
は
営
業
の
収
益
性
に
、
他
方
に
お
い
て
は
労
賃
お
よ
び
地
代
に
依
存
す
る
。
」
（
北
野
、
服
部
訳
「
利
子
と
物
価
」
一
五
一
ー
一
頁
。
）
ウ
ィ
ク
セ
ル
に
よ
れ
ば
、
か
よ
う
な
「
独
立
の
原
因
に
基
づ
く
自
然
的
資
本
利
子
の
変
動
の
な
か
に
物
価
の
動
き
の
み
な
ら
ず
・
・
・
・
・
・
貨
幣
利
子
率
の
変
動
を
も
惹
起
せ
し
め
る
第
一
動
因
を
認
め
る
」
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
「
貨
弊
の
過
剰
な
い
し
不
足
し
た
が
っ
て
と
く
に
銀
行
の
手
許
現
金
高
の
そ
の
と
き
ど
き
の
大
き
さ
は
、
こ
の
場
合
さ
し
当
り
単
に
第
二
義
的
な
意
味
し
か
も
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
は
物
価
水
準
の
変
動
の
結
果
と
し
て
、
ま
た
こ
の
変
動
に
基
づ
い
て
生
じ
る
流
通
取
引
手
段
に
対
す
る
要
求
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
邦
訳
二
四
九
頁
）
こ
う
し
て
、
ウ
ィ
ク
セ
ル
に
お
い
て
は
、
す
で
に
貨
弊
数
量
M
Vの
変
動
が
第
一
義
的
意
義
阪
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
六
六
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販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
六
七
を
有
す
る
と
い
う
見
解
は
明
白
に
否
定
さ
れ
、
営
業
の
収
益
性
と
結
合
さ
れ
た
投
資
需
要
が
視
野
に
入
り
こ
ん
で
く
る
。
す
な
わ
ち
ウ
ィ
ク
セ
ル
に
よ
れ
ば
、
自
然
利
子
と
約
定
利
子
（
伐
付
利
子
）
と
の
差
異
は
、
企
業
者
に
特
別
利
潤
を
与
え
、
そ
の
こ
と
は
、
生
産
拡
大
の
傾
向
を
喚
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
投
資
需
要
の
増
加
に
向
う
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
（
ニ
ニ
ニ
ー
七
頁
）
し
か
る
に
ウ
ィ
ク
セ
ル
に
お
い
て
は
、
な
お
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
の
影
響
の
下
に
、
資
本
を
「
労
貨
お
よ
び
地
代
基
金
」
と
し
て
促
え
る
V
+
M
ド
グ
マ
に
陥
っ
て
を
り
、
（
一
八
五
頁
）
そ
の
た
め
に
か
れ
の
再
生
産
過
程
の
分
析
に
お
い
て
、
混
乱
に
陥
い
る
こ
と
と
な
っ
た
。
(
-
八
八
ー
九
頁
）
ウ
ィ
ク
セ
ル
は
こ
の
混
乱
を
解
決
す
る
試
み
と
し
て
、
固
定
資
本
を
土
地
と
同
一
視
し
て
「
賃
料
財
」
R
e
n
t
e
n
g
i
.
i
t
e
r
と
し
、
「
道
具
、
機
械
、
土
地
改
良
：
・
・
・
・
原
料
品
、
半
製
品
お
よ
び
完
成
享
楽
財
の
ス
ト
ッ
ク
」
を
「
狭
義
に
お
け
る
資
本
」
(
-
八
九
ー
一
九
一
頁
）
と
す
る
。
こ
こ
に
投
資
財
概
念
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
設
定
せ
ら
れ
る
。
、
、
ヽ
｀
「
企
業
者
が
屈
傭
し
よ
う
と
決
意
す
る
労
働
黛
N
は
、
二
つ
の
最
、
す
な
わ
ち
社
会
が
梢
裁
の
た
め
に
費
す
で
あ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
る
極
Dl
と
、
、
、
、
社
会
が
新
投
資
に
向
け
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
る
壼
Dz
と
の
総
和
(
D
)
に
依
存
す
る
。
D
ほ
わ
れ
わ
れ
が
さ
き
に
有
効
需
要
と
よ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
」
(
K
e
y
n
e
s
"
i
b
i
d
.
p
.
2
9
.
邦
訳
一
1-
―
―
―
頁
。
）
こ
れ
ら
の
概
念
の
立
ち
入
っ
た
分
析
は
、
c
h
a
p
.
6
を
み
よ
。
「
速
寧
1
1
蹄
圧
念
0
吉
i
茜
1
1
芸
濤
＋
楚
寓
9
写
眺
1
1
遥
寧
ー
莱
涛
9
写
賑
1
1
落
諏
」
(
i
b
i
d
.
p
.
6
3
邦
訳
七
―
―
一
頁
）
。
な
お
ハ
ン
セ
ン
も
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
う
、
「
所
得
分
析
の
た
め
に
総
需
要
を
投
資
支
出
と
消
費
支
出
と
に
分
つ
こ
と
は
考
え
方
に
お
け
る
―
つ
の
革
命
を
い
み
し
た
。
」
（
前
掲
害
邦
訳
四
九
頁
）
、
、
、
、
、
、
、
、
ケ
イ
ソ
ズ
は
、
企
業
者
の
費
用
e
x
p
e
n
s
e
を
一
一
種
類
に
分
っ
て
(
l
)
生
産
諸
要
因
（
他
の
企
業
者
は
除
く
）
に
た
い
し
て
そ
れ
ら
の
経
常
用
役
の
対
価
と
し
て
支
払
う
と
こ
ろ
の
「
要
因
費
用
」
f
a
c
t
o
r
c
o
s
t
と
、
（
二
）
「
彼
が
設
備
を
遊
ば
し
て
お
く
代
り
に
そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
蒙
る
犠
牲
、
な
ら
び
に
彼
が
他
の
企
業
者
か
ら
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
対
価
と
し
て
彼
ら
に
支
払
う
額
」
で
あ
る
と
こ
、
、
、
、
ろ
の
「
使
用
者
費
用
」
u
s
e
r
c
o
s
t
と
を
あ
げ
る
。
一
方
で
は
ケ
イ
ど
ス
に
よ
れ
ば
、
「
要
因
費
用
と
企
業
者
の
利
洞
と
は
相
合
し
て
企
業
者
、
、
、
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
雇
傭
か
ら
生
ず
る
全
所
得
t
o
t
a
l
i
n
c
o
m
e
を
楷
成
す
る
cr
」
「
企
業
者
の
立
場
か
ら
み
る
と
き
に
は
、
面
傭
の
あ
る
与
え
ら
れ
た
緻
か
ら
生
ず
る
総
所
得
（
す
な
わ
ち
要
因
費
用
プ
ラ
ス
利
澗
）
は
、
そ
の
罷
傭
の
売
上
金
額
P
r
o
c
e
e
d
s
で
あ
る
。
」
(
i
b
i
d
.
p
.
2
3
|
4
 
邦
訳
二
七
ー
八
頁
）
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
総
需
要
価
格
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
(
p
.
2
6
1―1
0頁
）
か
く
し
て
、
こ
の
箇
所
の
総
所
得
分
析
で
は
、
マ
ル
ク
ス
の
C
に
当
る
と
こ
ろ
の
「
使
用
者
費
用
」
が
ふ
く
め
ら
れ
て
を
ら
ず
、
マ
ル
ク
ス
的
怠
味
で
の
所
得
概
念
V
+
M
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
他
方
、
ケ
イ
ン
ズ
は
、
「
古
典
派
の
価
値
理
論
に
と
っ
て
従
来
看
過
さ
れ
て
き
た
―
つ
の
露
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
」
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
し
て
使
用
者
費
用
U
を
あ
げ
(
P
.
6
6
邦
訳
七
六
頁
）
、
「
短
期
供
給
価
格
は
、
限
界
要
因
費
用
と
限
界
使
用
者
費
用
と
の
総
和
で
あ
る
」
(
P
.
6
7
272 
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阪
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
、
、
、
、
、
七
七
頁
）
と
す
る
。
「
全
体
と
し
て
、
産
出
物
を
取
扱
う
場
合
に
は
使
用
者
費
用
を
控
除
す
る
こ
と
が
便
利
で
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
方
法
は
、
も
し
そ
れ
が
単
一
産
業
又
は
企
業
の
産
出
物
に
も
習
慣
上
あ
て
ほ
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析
か
ら
す
べ
て
の
現
実
性
を
う
ば
う
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
そ
の
事
は
1
財
の
『
供
給
価
格
』
を
そ
の
『
価
格
』
の
通
常
の
い
か
な
る
い
み
か
ら
も
離
反
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
」
(
P
.
6
7
七
八
頁
）
こ
の
分
析
は
、
個
別
的
価
値
に
お
い
て
ケ
イ
ン
ズ
が
、
あ
き
ら
か
に
な
お
混
乱
を
と
ど
め
つ
つ
C
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
「
所
得
は
A
|
u
に
ひ
と
し
い
」
(
P
.
6
2
七
二
頁
）
と
い
う
立
言
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
の
諮
舟
蹄
逹
宜
言
1
1
C
+
<
＋
M
官
芦
舟
蹄
客
=
V
+
M
=
i
W寧
と
い
う
命
題
と
の
近
接
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
A
は
、
完
成
生
産
物
の
消
費
者
お
よ
び
企
業
者
に
た
い
す
る
総
売
却
高
で
あ
る
）
。
ケ
イ
ソ
ズ
に
よ
れ
ば
、
(
-
)
「
消
費
は
、
消
費
性
向
に
何
ら
か
の
変
化
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
は
、
総
所
得
水
準
に
・
・
・
・
・
・
依
存
す
る
。
」
(
i
b
i
d
.
P
.
2
9
邦
訳
1
―
―
―
―
一
頁
）
（
二
）
「
投
資
の
規
模
は
、
利
子
率
と
、
規
模
の
異
っ
た
経
常
投
資
に
対
応
す
る
賓
本
の
限
界
効
率
表
と
の
問
の
関
係
に
依
存
し
、
他
方
資
本
の
限
界
効
率
は
資
本
資
産
の
供
給
価
格
と
そ
の
予
想
収
益
と
の
間
の
関
係
に
依
存
す
る
。
j
(
P
.
1
4
7
邦
訳
一
六
四
頁
）
i
b
i
d
.
 
c
h
a
p
.
8
ケ
イ
ン
ズ
が
消
費
性
向
の
決
定
要
因
と
し
て
あ
げ
て
い
る
も
の
の
な
か
で
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
は
「
社
会
の
慣
行
お
よ
び
制
度
」
(
P
.
9
1
1
 
0
五
頁
）
で
あ
る
。
（
な
お
P
.
1
0
9
.
1
ニ―
1
一
ー
五
頁
。
）
し
か
る
に
ケ
イ
ど
ス
は
社
会
変
動
の
結
果
を
除
去
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
消
費
性
向
の
変
化
は
ネ
グ
リ
ジ
ブ
ル
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
(
P
.
1
1
0
ご
一
五
頁
）
ケ
イ
ン
ズ
の
命
題
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
式
化
さ
れ
る
。
「
一
屈
傭
が
増
加
す
る
と
総
実
質
所
得
は
増
加
す
る
。
·
·
…
•
•
（
し
か
る
に
）
実
質
所
得
総
額
が
増
加
し
た
と
き
に
は
総
消
喪
額
を
増
加
さ
せ
は
す
る
け
れ
ど
も
所
得
と
同
じ
程
度
に
は
増
加
さ
せ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
屈
傭
者
は
、
も
し
増
加
し
た
雁
傭
の
全
体
が
直
接
の
消
費
に
対
す
る
増
加
需
要
の
充
足
に
む
け
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
損
失
を
こ
う
む
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
一
定
の
雇
傭
量
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
雇
傭
が
一
定
の
水
準
に
あ
る
と
き
、
全
産
出
物
の
う
ち
社
会
の
消
費
し
よ
う
と
す
る
量
を
こ
え
る
部
分
を
吸
収
す
る
に
十
分
な
董
の
経
常
投
資
が
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
社
会
の
消
費
性
向
と
よ
ぼ
う
と
す
る
も
の
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
罷
傭
の
均
衡
水
準
・
・
・
・
・
・
は
経
常
投
資
の
量
に
依
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
」
(
P
.
2
7
.
111
二
頁
。
）
ケ
イ
ン
ズ
の
こ
の
方
法
に
は
、
静
態
的
な
技
術
、
資
源
、
費
用
、
資
本
設
備
を
前
提
と
す
る
。
(
P
器
．
大
）
訳
一
―
―
―
―
一
頁
。
四
七
ー
八
頁
）
し
た
が
っ
て
、
動
態
現
象
を
取
扱
う
場
合
に
は
、
ま
さ
に
ヒ
ッ
ク
ス
や
ハ
ロ
ッ
ド
の
よ
う
に
、
雇
傭
量
を
産
出
量
の
指
標
と
す
る
方
法
を
す
て
て
、
総
産
出
量
そ
の
も
の
の
大
き
さ
を
取
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
i
b
i
d
.
 
p
.
2
5
.
 
3
0
.
 
8
9
.
邦
訳
三
0
頁
。
一
＿
一
五
頁
。
一
011一頁。
Ul 0) (9) 
六
八
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阪
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
需
要
を
つ
く
り
だ
す
」
六
九
と
い
う
古
典
的
販
路
法
則
を
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
合
に
消
費
性
向
と
投
資
誘
因
と
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
掟
野
需
英
か
か
か
い
ヂ
い
か
定
距
高
1
1
茄
帽
か
前
賽
か
霞
か
か
節
が
か
却
か
が
い
か
が
い
か
い
と
い
閥
i
b
i
d
.
p
.
8
9
.
邦
訳
一
011一
ー
四
頁
。
囮
i
b
i
d
.
p
.
9
5
.
邦
訳
―
1
0頁。
⑱
i
b
i
d
.
 
p.98.
邦
訳
―
―
-
＝
頁
。
聞
i
b
i
d
.
p.20.
邦
訳
二
四
ー
五
頁
。
⑱
i
b
i
d
.
 
p.21. 
26.
邦
訳
1
一
五
頁
。
―
―
1
0ー
1―
―
―
頁
。
⑲
i
b
i
d
.
 -p.21.
邦
訳
二
五
頁
。
⑳
i
b
i
d
.
 
p.30.
邦
訳
一
1
一
五
頁
。
伽
i
b
i
d
.
p.33.
邦
訳
三
九
頁
。
四
i
b
i
d
.
p.33.
邦
訳
三
八
頁
。
閲
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
る
有
効
需
要
原
理
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
所
得
配
分
の
問
題
に
接
近
す
る
階
梯
で
あ
っ
た
。
「
雇
傭
の
変
化
は
も
っ
ば
ら
総
有
効
需
要
の
変
化
に
依
存
す
る
と
い
う
想
定
は
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
増
加
し
た
所
得
の
支
出
さ
れ
う
る
途
が
一
っ
以
上
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
な
ら
ば
、
第
1
次
近
似
法
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
想
定
す
る
総
需
要
増
加
の
各
種
財
貨
へ
の
配
分
の
仕
方
が
厭
傭
量
を
著
し
く
左
右
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
」
(
i
b
i
d
.
p.286
邦
訳
三
二
四
頁
）
ク
ラ
イ
ン
は
こ
の
点
を
発
展
さ
せ
て
、
「
完
全
雇
傭
経
済
に
お
け
る
資
源
配
分
の
問
題
」
に
つ
い
て
、
古
典
派
経
済
学
の
寄
与
を
再
認
識
し
、
資
源
配
分
の
問
題
の
方
向
へ
の
展
開
を
示
唆
し
て
い
る
。
(
L
.
R
•
K
l
e
i
n
;
i
b
i
d
.
 
p
.
1
8
7
篠
原
、
宮
沢
訳
ニ
―
―
一
九
ー
四
0
頁）
ケ
イ
ン
ズ
の
休
系
に
お
い
て
は
、
産
出
高
水
準
が
総
需
要
函
数
に
依
存
す
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
供
給
は
そ
れ
自
ら
の
う
と
こ
ろ
に
そ
の
基
礎
を
有
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
ケ
イ
ン
ズ
に
お
い
て
は
、
社
会
制
度
を
所
与
と
す
る
こ
と
に
よ
る
消
費
函
数
（
ケ
イ
ン
ズ
の
表
現
で
は
消
費
性
向
）
の
安
定
性
と
、
技
術
的
条
件
を
所
与
と
す
る
こ
と
に
よ
る
総
供
給
函
数
の
一
定
を
前
提
と
し
、
(
3
)
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産
関
係
の
分
析
の
全
面
的
。
批
判
的
摂
取
の
う
え
に
ふ
ま
え
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
古
典
派
の
蓄
積
論
に
お
い
て
看
過
さ
れ
た
不
変
資
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
は
2
本
C
の
再
生
産
と
蓄
稽
を
強
調
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
手
段
の
た
め
の
市
場
が
ま
す
ま
す
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
く
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
価
値
法
則
の
完
全
な
貫
徹
と
い
う
「
理
想
的
に
平
均
的
な
型
」
に
お
い
て
6
 
idealen D
u
r
c
h
s
c
h
n
i
t
t
実
現
理
論
を
叙
述
し
よ
う
と
し
た
マ
ル
ク
ス
の
抽
象
的
方
法
に
た
い
し
て
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
J
o
a
n
R
o
b
i
n
s
o
n
 
は
、
セ
イ
の
法
則
を
認
容
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
そ
の
「
混
乱
」
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
ケ
イ
ン
ズ
的
な
「
不
況
の
理
論
」
と
し
て
で
は
な
く
て
、
現
実
の
諸
困
難
・
諸
動
揺
・
諸
恐
慌
を
捨
象
し
た
抽
象
段
階
に
お
い
て
、
生
産
と
消
費
と
の
矛
盾
を
措
定
し
た
と
と
い
う
「
結
論
」
を
導
き
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
に
、
マ
ル
ク
ス
は
資
本
蓄
稼
論
を
、
m ． 
i
h
r
e
n
 
ス
ミ
ス
1
1
リ
カ
ー
ド
の
古
典
的
な
生
投
資
需
要
の
重
要
性
と
そ
の
貯
蓄
部
分
と
の
相
関
性
と
に
経
済
体
制
の
調
節
的
機
能
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
か
れ
の
乗
数
理
論
は
、
こ
の
よ
う
な
静
態
的
な
問
題
意
識
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
し
て
、
す
で
に
一
八
六
一
年
に
『
資
本
論
』
第
一
巻
に
お
い
て
、
古
典
的
販
路
法
則
を
批
判
し
た
マ
ル
ク
ス
Karl
M
a
r
n
は
、
そ
の
蓄
積
論
の
な
か
に
、
技
術
的
進
歩
に
よ
る
有
機
的
構
成
の
高
度
化
を
と
り
い
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
動
態
的
考
察
を
行
い
、
V
の
相
対
的
低
下
に
よ
っ
て
、
「
生
産
力
」
（
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
「
搾
取
の
条
件
」
の
唯
一
の
制
限
を
な
す
）
と
、
「
消
費
諸
関
係
が
よ
っ
て
立
つ
狭
監
な
基
礎
」
（
そ
れ
は
「
実
現
の
条
件
」
の
制
限
を
な
②
 
す
）
と
の
間
の
内
的
矛
盾
i
n
n
e
r
e
W
i
d
e
r
s
p
r
u
c
h
を
措
定
す
る
。
そ
の
ば
あ
い
に
、
個
人
的
消
費
の
一
定
の
状
態
は
「
均
衡
性
の
諸
③
 
要
素
の
一
っ
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
が
マ
ル
ク
ス
の
実
現
理
論
の
重
要
な
槙
杵
を
な
す
が
、
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
実
現
し
え
な
い
生
産
要
素
の
遊
休
と
い
っ
た
現
実
の
「
有
効
需
要
の
不
足
」
を
直
ち
に
指
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
そ
こ
で
は
生
産
部
門
間
の
生
産
物
の
均
衡
的
配
分
の
状
態
が
仮
定
さ
れ
て
を
り
、
「
社
会
総
資
本
の
理
想
的
に
円
滑
な
、
ま
た
均
衡
の
と
れ
、
、
囚
た
再
生
産
と
流
通
と
が
行
わ
れ
る
場
合
に
さ
え
も
生
産
の
増
進
と
消
費
の
制
限
さ
れ
た
限
界
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
は
不
可
避
で
あ
る
」
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
七
〇
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こ
そ
、
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
変
動
を
捨
象
す
る
こ
と
は
、
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
、
セ
イ
の
命
題
に
お
い
て
は
、
七
「
資
本
主
義
的
生
産
の
第
一
前
マ
ル
ク
ス
は
商
品
流
通
を
、
、
、
、
、
、
こ
ろ
に
む
し
ろ
マ
ル
ク
ス
の
内
在
的
矛
盾
の
分
析
の
核
心
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
実
現
理
論
の
段
階
で
の
内
在
的
矛
盾
を
実
在
的
基
礎
と
し
、
よ
り
現
実
的
な
次
元
に
お
い
て
現
象
す
る
も
の
，
 
，
 
•9 
ロ
ビ
ン
ソ
ソ
（
や
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ィ
）
の
理
解
し
て
い
る
よ
う
な
、
た
ん
な
る
過
少
消
費
が
問
題
と
さ
れ
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
見
解
は
、
こ
の
異
な
っ
た
論
理
段
階
を
無
視
す
る
と
と
も
に
、
ol 
“"3. 
を
た
だ
ち
に
過
少
消
費
に
結
び
つ
け
て
理
解
す
る
誤
り
を
お
か
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
現
実
の
市
場
に
お
け
る
需
要
供
給
の
乖
離
I
マ
ル
ク
ス
理
論
に
と
っ
て
、
的
な
資
本
制
蓄
積
1
1
連
動
法
則
を
究
明
す
る
た
め
の
条
件
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
古
典
的
市
場
法
則
の
批
判
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
労
働
の
二
重
性
、
価
値
と
使
用
価
値
と
の
区
別
に
依
拠
し
つ
つ
、
価
値
形
態
論
の
展
開
に
よ
っ
て
、
自
立
的
な
価
値
の
体
化
と
し
て
の
貨
幣
慨
念
の
確
立
に
い
た
る
。
し
て
、
販
売
と
購
買
と
の
対
立
物
の
統
一
と
し
て
把
握
す
る
が
、
こ
の
貨
幣
の
自
立
に
伴
う
販
売
と
購
買
と
の
時
間
的
。
場
所
的
分
離
d
 
、
、
、
、
セ
イ
の
命
題
批
判
の
第
一
論
点
で
あ
る
。
提
条
件
た
る
生
産
物
の
商
品
と
し
て
の
存
在
、
商
品
の
商
品
お
よ
び
貨
幣
へ
の
二
重
化
、
こ
こ
に
生
ず
る
と
こ
ろ
の
商
品
交
換
に
お
け
介
と
す
る
貨
幣
理
論
に
あ
る
。
セ
イ
の
法
則
を
踏
襲
す
る
も
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
、
よ
り
純
粋
に
内
在
w
|
Gー
W
と
る
分
離
の
諸
モ
メ
ン
ト
、
最
後
に
貨
幣
ま
た
ほ
商
品
の
賃
労
働
に
対
す
る
関
係
が
忘
れ
ら
れ
、
も
し
く
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
gl u
 
恐
慌
の
論
証
が
ご
ま
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
か
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
古
典
的
市
場
法
則
批
判
の
用
具
は
、
価
値
形
態
論
を
媒
、
、
、
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
、
流
通
手
段
と
し
て
の
「
貨
幣
は
単
に
『
そ
れ
に
よ
っ
て
交
換
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
媒
介
物
』
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
物
と
生
産
物
の
交
換
が
お
互
に
独
立
し
て
揚
所
的
に
も
時
ハ
間
的
に
も
離
れ
た
二
つ
の
行
為
に
分
裂
せ
し
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
媒
介
物
で
あ
る
ご
貨
幣
の
支
払
手
段
と
し
て
の
機
能
は
マ
ル
ク
ス
の
有
効
需
要
論
で
あ
っ
て
、
そ
の
次
元
で
は
、
ま、,
 
⑧
 
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
い
う
「
有
効
需
要
の
短
期
循
環
」
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い
と
縫
れ
合
い
は
、
澤
大
さ
れ
る
」
日W
 
「
商
品
の
譲
渡
を
そ
れ
の
価
格
の
実
現
か
ら
時
間
的
に
分
離
さ
せ
る
諸
関
係
」
を
発
展
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
恐
慌
の
一
般
的
可
能
⑯
闘
性
の
第
二
の
形
態
を
な
す
。
こ
の
よ
う
な
単
純
な
商
品
流
通
に
現
わ
れ
る
『
恐
慌
の
形
式
的
可
能
性
』
『
恐
慌
の
一
般
的
抽
象
的
な
可餅
箇
能
性
』
は
、
資
本
流
通
の
段
階
に
お
け
る
資
本
の
流
逓
過
租
と
直
接
的
生
産
過
租
と
の
分
離
に
よ
っ
て
更
に
よ
り
以
上
に
発
展
す
る
。
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
、
資
本
の
総
再
生
産
過
程
は
、
資
本
の
生
産
過
程
と
流
遥
過
程
と
の
統
一
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
に
更
に
⑳
 
発
展
し
た
恐
慌
の
可
能
性
が
措
定
さ
れ
る
。
「
恐
慌
は
、
お
互
に
独
立
化
し
た
と
こ
ろ
の
〔
再
〕
生
産
過
程
の
諸
階
梯
の
統
一
の
強
力
的
n3
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
実
現
化
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
」
資
本
の
再
生
産
過
租
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
部
の
一
モ
メ
ン
ト
た
る
商
品
流
通
過
程
に
お
い
て
、
、
、
、
恐
慌
の
抽
象
的
形
態
は
単
純
に
繰
り
返
え
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
生
産
過
程
P
の
存
在
が
資
本
流
通
G
|
W
o
I
G、
と
し
て
の
購
売
と
販
e“ 
Pm 
6
 
売
と
を
中
断
す
る
。
し
か
る
に
資
本
制
循
環
の
一
般
的
範
式
た
るW
、
ー
G
|
W
A
A
…
p
:
•
W、
に
お
い
て
ほ
、
生
産
物
の
価
値
的
・
素
材
的
填
補
1
実
現
が
個
別
的
資
本
循
環
過
程
の
必
須
条
件
conditio
sine 
q
u
a
 n
o
n
と
し
て
前
提
さ
れ
る
。
他
方
一
定
の
償
却
期
間
を
も
つ
固
定
資
本
の
存
在
は
、
当
該
資
本
に
よ
る
最
初
の
販
売
が
、
直
ち
に
そ
れ
に
つ
づ
く
生
産
的
購
買
に
よ
っ
て
全
面
的
に
伴
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事
態
を
ひ
き
お
こ
す
。
こ
の
個
別
的
な
資
本
循
環
過
程
は
、
他
人
の
資
本
の
生
産
物
の
存
在
を
前
提
と
す
る
生
産
的
消
費
(
G
|
P
m
)
と
個
人
的
消
費
(
G
|
Aー
W‘
お
よ
び
W
|
g
|
W、
)
の
過
程
を
ふ
く
み
、
そ
の
相
互
の
絡
み
あ
い
に
お
い
て
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通
過
程
の
一
環
と
な
る
が
、
そ
こ
で
は
、
そ
の
総
連
関
が
社
会
的
総
資
本
の
価
値
的
・
素
材
的
填
補
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
(11
再
生
産
表
式
に
表
現
）
。
こ
の
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通
に
お
い
て
、
恐
慌
の
発
展
せ
る
可
能
性
は
連
鎖
的
に
そ
の
規
模
を
拡
大
し
、
一
般
化
普
通
化
す
る
。
一
方
で
は
分
業
に
よ
っ
て
必
然
的
で
あ
り
、
他
方
で
は
偶
然
的
で
あ
る
。
か
く
し
て
既
に
恐
慌
の
内
容
規
定
は
拡
こ
の
場
合
に
、
阪
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
「
こ
の
諸
多
の
資
本
の
再
生
産
過
程
又
は
流
通
過
程
の
絡
み
合
支
払
手
段
と
し
て
の
貨
幣
の
形
態
か
ら
生
じ
る
恐
慌
の
可
能
性
は
、
諸
資
本
の
債
務
の
つ
な
が
り
に
よ
七
277 
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
生
産
財
市
場
の
相
対
的
増
大
を
通
じ
て
、
七
「
蓄
積
の
た
め
の
蓄
積
」
が
ま
す
ま
す
大
き
っ
て
全
般
的
恐
慌
の
た
め
の
は
る
か
に
実
在
的
な
基
礎
を
提
供
す
る
。
そ
の
総
過
程
は
労
働
節
約
的
な
技
術
的
進
歩
を
伴
う
蓄
積
の
進
展
を
内
包
す
る
か
ぎ
り
、
消
費
財
生
産
部
門
の
相
対
的
な
立
ち
お
く
れ
と
、
生
産
財
生
産
部
門
の
ま
す
ま
す
増
大
す
る
比
重
を
開
示
す
、
、
、
、
、
、
、
る
の
で
あ
っ
て
(11
拡
大
再
生
産
表
式
）
、
こ
こ
に
資
本
の
再
生
産
過
程
に
お
け
る
内
在
的
矛
盾
が
提
示
さ
れ
る
。
生
産
様
式
が
資
本
（
い
室
国
ヂ
年
）
か
和
的
印
布
ぶ
蓄
広
姿
的
缶
硲
が
葦
蔚
い
が
か
か
争
い
‘
5
拿
応
や
、
窓
累
夷
布
腔
蕊
霞
い
い
ぶ
か
か
れ
る
。か
よ
う
に
し
て
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
（
一
）
恐
慌
の
一
般
的
条
件
は
、
そ
れ
が
価
格
変
動
と
無
関
係
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
爛゚
資
本
主
義
的
生
産
の
基
礎
的
条
件
か
ら
発
展
せ
ざ
る
を
得
な
し
す
な
わ
ち
そ
れ
は
資
本
蓄
積
論
を
ふ
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
、
他
方
に
お
い
て
、
（
二
）
恐
慌
の
分
析
は
、
実
現
理
論
を
包
摂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
産
過
程
そ
の
も
の
に
お
い
て
は
、
解
す
る
よ
う
に
、
恐
慌
の
新
し
い
要
素
は
現
わ
れ
得
な
い
。
そ
れ
は
生
産
過
程
そ
の
も
の
に
お
い
て
は
再
生
産
さ
れ
た
価
値
の
実
現
も
剰
余
価
値
の
実
現
も
問
題
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
問
題
の
要
素
は
同
時
に
叉
再
生
産
過
程
で
も
あ
る
と
こ
ろ
の
流
通
過
稲
に
お
い
て
は
じ
め
て
現
わ
れ
る
羹
の
で
あ
る
こ
う
し
て
マ
ル
ク
ス
の
実
現
理
論
は
、
恐
慌
の
実
在
的
基
礎
の
解
明
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
理
セ
イ
の
法
則
の
踏
襲
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
批
判
的
体
系
に
お
け
る
一
階
梯
と
し
て
、
再
生
産
表
式
の
分
析
を
媒
介
と
し
て
、
生
産
と
消
費
と
の
内
在
的
矛
盾
を
措
定
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
意
義
を
有
し
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
二
部
門
三
分
割
の
基
礎
的
命
題
は
、
そ
の
た
め
の
分
析
用
具
と
し
て
の
理
論
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
が
過
少
消
費
説
と
区
別
な
市
場
に
お
け
る
比
重
を
占
め
、
⑳
 
出
す
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
「
生
産
の
た
め
の
生
産
」
か
か
る
過
租
に
お
い
て
実
現
が
「
理
想
的
に
円
滑
な
」
も
の
と
し
て
想
定
し
得
る
と
い
う
態
様
を
導
一
方
に
お
い
て
ツ
ガ
ン
・
バ
ラ
ノ
ウ
ス
キ
ー
の
消
費
か
ら
独
立
し
た
無
限
の
「
生
産
の
278 
(5) (4) (3) (2) (1) 
体
系
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）りは
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
た
め
の
生
産
」
の
虚
空
の
乱
舞
と
区
別
さ
れ
て
、
個
人
的
消
費
は
均
衡
の
一
要
素
と
し
て
生
産
の
窮
極
的
な
結
合
が
こ
こ
に
求
め
ら
れ
さ
ら
に
、
ブ
ハ
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
に
お
け
る
V
+
w
ド
グ
マ
の
踏
襲
に
よ
る
剰
余
価
値
実
現
の
困
難
↓
資
箇
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
本
主
義
市
場
の
自
動
的
崩
壊
の
理
論
と
も
区
別
さ
れ
、
円
滑
な
実
現
の
も
と
で
の
内
在
的
矛
盾
の
措
定
が
行
わ
れ
る
。
ー
リ
ン
の
、
再
生
産
表
式
を
均
衡
理
論
と
し
て
把
握
し
、
餅ぃ
か
ら
均
衡
破
壊
↓
恐
慌
を
導
き
出
す
と
こ
ろ
の
理
論
か
ら
も
区
別
さ
れ
、
再
生
産
1
1
実
現
の
法
則
性
と
、
そ
こ
に
内
在
す
る
生
産
と
消
「
労
賃
の
価
値
以
下
へ
の
切
下
げ
」
な
ど
の
偶
然
的
要
因
に
よ
る
過
少
消
費
費
と
の
連
結
1
1
矛
盾
性
が
指
摘
せ
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
生
産
1
1
実
現
棉
造
の
内
部
か
ら
す
る
古
典
的
市
場
法
則
に
た
い
す
る
批
判
が
、
K
e
y
n
e
s
:
 
G
e
n
e
r
a
l
 T
h
e
o
r
y
.
 p.77.
邦
訳
九
一
ー
ニ
頁
。
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
産
出
高
1
1
実
質
所
得
の
決
定
は
（
か
れ
は
こ
れ
を
一
屈
傭
獄
で
表
現
す
る
）
、
（
一
）
現
在
お
よ
び
将
来
の
利
潤
率
を
極
大
に
し
よ
う
と
す
る
動
機
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
（
二
）
そ
れ
は
、
消
費
と
投
資
と
か
ら
結
果
す
る
総
売
上
裔
の
期
待
値
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
総
需
要
函
数
に
依
存
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
M
a
r
x
:
 
D
a
s
 Kapital. 
III.S. 
272ー
3
.
邦
訳
第
九
分
冊
二
0
-
ー
ニ
頁
。
W. I•Lenin: 
N
o
t
i
z
 
z
u
r
 F
r
a
g
e
 d
e
r
 T
h
e
o
r
i
e
 M
a
r
k
t
e
.
 
a
u
s
 M
a
r
x
:
 
a. 
a. 
o. 
I
 
s.562ー
3
な
お
M
a
r
x
:
a. 
a. 
o. 
I
I. 
3
3
6
邦
訳
第
九
分
冊
―
―
―
―
八
頁
参
照
。
L
e
n
i
n
:
 
"
N
o
c
h
m
a
l
s
 z
u
r
 F
r
a
g
e
 d
e
r
 T
h
e
o
r
i
e
 d
e
r
 R
e
a
l
i
s
i
e
r
u
n
g
 ", 
a
u
s
 M
a
r
x
:
 a. 
a. o. 
I
 
s.571. 
こ
の
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
に
、
有
機
的
構
成
高
度
化
を
と
り
い
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
レ
ー
ニ
ン
の
表
式
に
お
い
て
、
よ
り
明
確
に
み
ら
れ
る
。
「
前
述
の
マ
ル
ク
ス
の
諸
研
究
か
ら
な
し
う
る
と
こ
ろ
の
唯
一
の
正
し
い
結
論
は
、
資
本
家
社
会
に
お
い
て
ほ
、
生
産
手
段
の
生
産
が
消
費
手
段
の
生
産
よ
り
も
よ
り
一
層
急
速
に
増
大
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
結
論
は
、
汽
本
家
的
生
産
が
そ
れ
以
前
の
時
代
に
く
ら
べ
て
測
り
え
ぬ
ほ
ど
高
度
に
発
展
し
た
技
術
を
創
造
す
る
と
い
う
衆
知
の
命
題
の
直
接
の
帰
結
で
あ
る
。
」
（
レ
ー
ニ
ソ
「
い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
つ
い
て
」
、
経
済
学
批
判
会
「
市
場
問
題
に
関
す
る
理
論
」
二
六
頁
）
な
お
、
M
a
r
x
:
a. 
a. 
o
 11.S. 
442 
|
3
邦
訳
第
七
分
冊
一
六
八
頁
。
る
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
、
七
四
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(9) (8) (7) (6) 
阪
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
七
五
M
a
r
x
:
 a. a. 0. I
I. s.
器
5.
邦
訳
第
十
一
分
冊
四
二
六
頁
。
ロ
ビ
ソ
ソ
ソ
の
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
批
評
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
か
れ
は
、
あ
る
市
場
に
は
、
セ
イ
の
法
則
を
う
け
い
れ
、
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
を
排
斥
す
る
。
セ
イ
の
法
則
を
追
求
す
る
こ
と
を
や
め
る
。
そ
こ
で
有
効
需
要
[
の
問
題
]
が
支
配
的
に
な
る
o
そ
こ
で
は
、
労
働
者
の
貧
困
が
、
あ
ら
ゆ
る
真
の
恐
慌
の
窮
極
の
原
因
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
労
働
者
の
消
費
力
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
恐
慌
が
救
済
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
？
、
セ
イ
の
法
則
を
破
る
こ
と
を
や
め
る
。
そ
し
て
こ
た
え
は
得
ら
れ
な
い
。
」
(
J
.
R
o
b
i
n
s
o
n
"
A
n
 E
s
s
a
y
 of 
M
a
r
x
i
a
n
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
.
 1947. 
reissned 1952 
p.86) 
ロ
ビ
ソ
ソ
ソ
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
の
蓄
積
論
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
過
大
↓
失
業
減
少
・
賃
金
騰
貴
↓
剰
余
価
値
減
少
・
菩
積
の
緩
慢
化
↓
産
業
予
備
軍
増
大
↓
賃
金
下
落
と
い
う
「
長
期
循
環
」
(ibid.
p.84)
ほ
、
セ
イ
の
法
則
に
従
う
世
界
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
有
効
需
要
の
短
期
循
環
」
と
は
こ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
な
ぜ
な
ら
そ
れ
[iHlJ
者
]
は
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
構
成
上
の
変
化
に
依
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
景
気
循
環
[
短
期
の
ー
註
]
を
特
徴
づ
け
る
と
こ
ろ
の
投
資
率
の
変
化
に
比
し
て
緩
慢
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
（
p.器
）
か
よ
う
に
し
て
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
よ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
両
者
を
「
混
乱
」
し
て
い
る
と
す
る
。
ロ
ビ
ソ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
混
乱
は
、
マ
ル
ク
ス
の
過
少
消
費
の
問
題
に
つ
い
て
の
態
度
の
あ
い
ま
い
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
(ibid.
p.86)
こ
の
よ
う
に
、
ロ
ビ
ソ
ソ
ン
は
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
「
恐
慌
の
窮
極
の
原
因
」
t
h
e
last 
c
a
u
s
e
 of 
all 
real crises
が
過
少
消
費
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
、
消
費
の
狭
溢
な
基
礎
は
、
実
現
理
論
の
抽
象
段
階
に
お
い
て
充
分
に
展
開
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
の
「
あ
ら
ゆ
る
現
実
の
恐
慌
の
窮
極
の
根
拠
」
D
e
r
letzte Grz̀
ミ
d
aller w
i
r
k
l
i
c
h
e
n
 K
r
i
s
e
n
 
な
の
で
あ
る
。
(
M
a
r
x
"
a
.
a. o. 
I
I. 
s.528
邦
訳
第
十
分
冊
1
一
九
八
頁
）
「
近
代
的
過
剰
生
産
の
基
礎
G
r
u
n
d
l
a
g
e
を
な
す
も
の
は
、
一
方
に
お
い
て
は
、
必
要
生
活
資
料
の
範
囲
内
に
押
し
こ
め
ら
れ
て
い
る
生
産
大
衆
を
土
台
と
し
て
の
生
産
諸
力
の
無
制
限
の
発
展
、
し
た
が
っ
て
大
量
生
産
で
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
は
、
資
本
家
の
利
潤
に
よ
っ
て
の
制
限
、
こ
れ
で
あ
る
。
」
（
マ
ル
ク
ス
「
剰
余
価
値
学
説
史
」
第
二
巻
第
二
部
第
三
章
猪
俣
津
南
雄
訳
二
八
五
頁
）
こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
、
恐
慌
の
「
窮
極
の
根
拠
」
、
「
基
礎
」
と
し
て
内
在
的
矛
盾
が
指
定
s
e
t
z
e
n
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ロ
ビ
ソ
ソ
ン
の
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
「
恐
慌
の
原
因
」
と
し
て
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
、
「
恐
慌
の
原
因
」
と
は
、
可
能
性
が
い
か
に
し
て
現
実
性
と
な
る
か
と
い
う
条
件
を
指
す
も
の
で
あ
っ
て
（
前
掲
書
邦
訳
二
六
五
頁
）
、
こ
の
よ
う
な
恐
慌
の
実
在
的
基
礎
g
r
u
n
d
l
a
g
e
と
は
、
論
理
的
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
マ
ル
280 -
U2l Ul UO) 
ク
ス
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
「
恐
慌
の
原
因
」
は
、
む
し
ろ
他
の
と
こ
ろ
に
、
す
な
わ
ち
、
一
時
的
な
消
費
ブ
ー
ム
の
時
期
に
お
い
て
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(
M
a
r
x
"
D
a
s
K
a
p
t
a
l
.
 
I. 
s.414
邦
訳
第
七
分
冊
―
―
六
ー
七
頁
、
a.
a. 0. 
I. 
s.315 
邦
訳
第
六
分
冊
一
110
七
ー
九
頁
）
か
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
、
「
恐
慌
の
原
因
」
は
、
過
少
消
費
説
と
は
別
な
と
こ
ろ
に
そ
の
説
明
を
お
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
か
れ
の
学
説
を
過
少
消
費
説
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
生
産
と
梢
費
と
の
矛
盾
は
「
過
剰
生
産
物
が
組
織
的
に
生
産
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
決
し
て
必
然
的
に
も
ち
き
た
す
も
の
で
は
な
い
」
の
で
あ
る
。
（
レ
ー
ニ
ソ
「
ペ
・
ニ
エ
ジ
ダ
ー
ノ
フ
氏
へ
の
回
答
」
前
出
邦
訳
害
所
収
一
四
七
頁
）
な
お
、
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ー
P.
M
.
 S
w
e
e
z
y
は
、
「
過
少
消
費
説
の
真
の
任
務
は
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
資
本
主
義
は
、
消
費
財
の
生
産
能
力
を
、
消
費
財
に
た
い
す
る
需
要
よ
り
も
急
速
に
拡
張
す
る
内
在
的
傾
向
を
も
つ
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
」
(the
T
h
e
o
r
y
 of 
Capitalist 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
.
 1942, r
e
p
r
i
n
t
e
d
 195? p.180・
「
資
本
主
義
発
展
の
理
論
」
中
村
金
治
訳
、
、
、
、
ニ
四
六
頁
）
と
し
て
消
費
財
の
供
給
が
需
要
を
超
過
す
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
反
対
に
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
、
需
要
供
給
の
一
致
と
い
う
想
定
の
も
と
に
お
い
て
、
恐
慌
な
き
状
態
の
も
と
に
お
い
て
、
生
産
と
消
費
と
の
内
在
的
矛
盾
を
指
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
マ
ル
ク
ス
の
恐
慌
の
実
在
的
基
礎
と
し
て
の
内
在
的
矛
盾
を
恐
慌
の
原
因
と
し
て
の
過
少
消
費
説
と
峻
別
す
る
こ
と
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
宇
高
基
輔
氏
前
掲
諭
文
を
参
照
せ
よ
。
マ
ル
ク
ス
は
、
そ
の
有
効
需
要
論
に
お
い
て
は
、
た
だ
、
需
要
と
供
給
と
の
関
聯
、
す
な
わ
ち
社
会
的
労
働
と
社
会
的
欲
望
と
の
関
連
が
「
偶
然
的
な
連
関
」
と
し
て
、
価
値
法
則
を
通
じ
て
の
み
結
合
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
(a.
a. 
O. 
I. s.213
邦
訳
第
九
分
冊
八
九
頁
）
、
需
給
均
衡
の
破
壊
と
し
て
の
消
費
不
足
は
、
さ
し
当
り
分
析
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
資
本
制
生
産
の
現
実
の
内
的
法
則
ほ
、
明
か
に
需
要
と
供
給
と
の
相
互
作
用
か
ら
は
説
明
さ
れ
な
い
。
け
だ
し
こ
れ
ら
の
法
則
は
、
需
要
と
供
給
と
が
作
用
し
な
く
な
る
場
合
、
す
な
わ
ち
一
致
す
る
場
合
に
お
い
て
の
み
純
粋
に
実
現
さ
れ
た
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
(a.a.
O
.
 1
.s. 
2156
邦
訳
第
九
分
冊
九
四
頁
）
K
.
 M
a
r
x
"
a
.
 a. 0. I
.
 
s.118ー
9
邦
訳
第
一
分
冊
一
―
―
―
―
＿
九
I-1-
四
0
頁。
マ
ル
ク
ス
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
第
二
巻
第
1
一
部
前
掲
訳
書
二
九
0
頁
。
販
売
は
他
の
側
か
ら
み
れ
ば
購
買
で
あ
り
、
購
買
は
同
時
に
販
売
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
ん
な
る
同
義
反
復
T
a
u
t
o
l
o
g
i
e
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
q
商
品
生
産
1
1
流
通
に
お
い
て
は
、
た
ん
な
る
交
換
取
引
1
1
物
々
交
換
で
は
な
く
、
貨
幣
所
有
者
に
よ
る
購
買
と
販
売
と
の
二
つ
の
異
っ
た
過
程
1
1
行
為
の
分
離
を
特
徴
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
使
用
価
値
と
価
値
と
の
分
裂
、
す
な
わ
ち
自
家
消
費
の
た
め
で
な
い
生
産
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
発
生
す
る
。
こ
の
商
品
生
産
1
1
流
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
七
六
281 
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
⑮)(25)(24)(23） (2) (21） (20） U9l U8l U7) US) U5) U4l U3) 
七
七
通
を
、
孤
立
的
な
行
為
と
し
て
の
一
回
限
り
の
物
々
交
換
と
同
一
視
す
る
と
こ
ろ
に
、
セ
イ
の
命
題
の
俗
流
性
が
存
在
す
る
。
マ
ル
ク
ス
前
掲
書
二
五
三
頁
。
前
掲
書
二
五
六
頁
。
M
a
r
x
:
 D
a
s
"
K
a
p
i
t
a
l
.
 I. 
s. 
140
邦
訳
第
一
分
冊
一
子
八
五
頁
。
「
剰
余
価
値
学
説
史
」
第
二
巻
第
1
一
部
、
前
掲
害
二
六
四
頁
。
こ
の
二
つ
の
恐
慌
の
形
式
的
な
可
能
性
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
る
。
「
恐
慌
ほ
、
信
用
な
く
し
て
も
、
貨
幣
が
支
払
手
段
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
な
く
し
て
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
後
者
は
前
者
な
く
し
て
は
、
す
な
わ
ち
購
買
と
阪
売
と
の
分
裂
な
く
し
て
ほ
あ
り
得
な
い
。
」
(
1
一
六
五
頁
）
前
掲
害
二
六
五
頁
。
前
掲
書
二
五
九
頁
。
、
、
、
、
前
掲
書
二
五
六
ー
七
頁
。
資
本
流
通
の
段
階
に
お
い
て
ほ
、
支
払
手
段
と
し
て
の
貨
幣
の
形
態
か
ら
生
ず
る
恐
慌
の
可
能
性
ほ
、
「
そ
の
可
能
性
の
現
実
化
の
た
め
の
は
る
か
に
実
在
田
な
基
礎
」
が
与
え
ら
れ
る
。
債
植
、
債
栃
の
連
鎖
は
、
一
の
全
般
的
恐
慌
へ
の
条
件
を
形
成
す
る
。
（
二
六
0
ー
一
頁
）
前
掲
書
二
六
四
頁
。
前
掲
書
二
五
九
頁
。
こ
の
範
式
に
お
い
て
ほ
、
資
本
循
環
を
開
始
す
る
と
こ
ろ
の
商
品
W
は
、
す
で
に
「
増
殖
さ
れ
た
価
値
」
と
し
て
、
資
本
制
生
産
過
程
の
痕
跡
を
お
び
た
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
し
か
も
そ
の
流
通
過
程
に
お
け
る
実
現
が
前
提
条
件
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
制
若
租
を
内
包
す
る
資
本
循
環
の
特
質
を
よ
り
特
徴
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
単
な
る
価
値
増
殖
を
目
的
と
す
る
重
商
主
義
考
の
G
ー
w. 
p
 .. w
‘
|
G、
把
握
お
よ
び
、
流
通
過
程
を
必
要
悪
と
し
、
生
産
過
程
の
反
復
を
自
己
目
的
的
に
重
視
す
る
古
典
派
の
p
.. w
、ー
G‘
ー
W--・P
把
握
と
対
比
せ
よ
0
c
f
"
M
a
r
x
"
D
a
s
 K
a
p
i
t
a
l
.
l
•
K
a
p
.
l
|
4
邦
訳
第
五
分
冊
参
照
。
「
剰
余
価
値
学
説
史
」
前
掲
害
1
一六
0
頁。
前
掲
書
1
一
六
六
頁
。
前
掲
書
二
六
三
頁
。
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
も
、
投
資
需
要
の
波
及
過
程
に
つ
い
て
の
精
彩
あ
る
分
析
が
な
さ
れ
（
前
掲
書
二
二
六
ー
七
頁
）
、
生
産
手
段
が
不
均
等
282 
(29） (28） (2り
に
拡
大
し
つ
つ
よ
り
高
度
な
生
産
段
階
が
、
目
標
を
こ
え
て
膨
脹
し
う
る
と
い
う
事
態
を
も
考
察
さ
れ
て
い
る
。
（
前
掲
書
二
八
八
頁
）
し
か
も
そ
の
特
徴
は
、
無
差
別
的
な
消
費
の
山
を
、
ア
フ
ク
リ
オ
ソ
の
よ
う
に
消
費
か
ら
は
な
れ
て
い
く
に
従
っ
て
重
畳
的
に
種
類
別
に
区
分
す
る
の
で
は
な
く
て
、
生
産
手
段
と
消
費
手
段
と
い
う
二
部
門
分
割
を
堅
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
と
消
費
と
の
矛
盾
を
指
定
し
得
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
基
礎
G
r
u
n
d
l
a
g
e
と
し
て
、
資
本
主
義
運
動
法
則
に
お
け
る
対
抗
性
を
確
定
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
二
部
門
1
1
一
分
割
は
マ
ル
ク
ス
の
理
諭
の
核
心
で
あ
り
、
ア
フ
ク
リ
オ
ソ
の
系
譜
に
沿
っ
て
マ
ル
ク
ス
を
解
釈
さ
せ
る
早
川
泰
正
氏
「
不
均
等
発
展
と
消
費
限
界
」
（
「
経
済
評
論
」
一
九
五
六
年
一
月
号
所
収
）
と
の
方
法
的
差
異
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
cf.
A. A
f
t
a
l
i
o
n
"
T
h
e
 T
h
e
o
r
y
 of 
E
c
o
n
o
m
i
c
 
C
y
c
l
e
s
 
B
a
s
e
d
 o
n
 
t
h
e
 Capitalistic 
T
e
c
h
n
i
q
u
e
 of 
P
r
o
d
u
c
t
i
o
n
.
 
1927. 
R
e
a
d
i
n
g
 in 
B
u
s
i
n
e
s
s
 
C
y
c
l
e
s
 a
n
d
 N
a
,
 
tional Income•Hansen 
&
 c
l
e
m
e
n
c
e
 P
.
1
2
9
1
1
3
8
.
 
ッ
ガ
ソ
・
バ
ラ
ノ
ウ
ス
キ
ー
は
、
リ
カ
ー
ド
1
1
セ
イ
に
お
け
る
V
+
M
ド
グ
マ
を
批
判
し
つ
つ
、
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
大
衆
的
消
費
の
狭
臨
に
よ
る
一
般
的
過
剰
生
産
の
認
証
と
い
う
命
題
を
も
否
定
し
、
独
自
の
再
生
産
表
式
(
C
を
含
む
）
の
分
析
に
よ
っ
て
、
「
す
べ
て
の
生
産
物
の
需
要
は
そ
の
供
給
に
ひ
と
し
い
」
と
い
う
命
題
を
導
き
出
す
。
(
Z
u
g
a
n
-
B
a
r
a
n
o
w
s
k
y
:
a. a
.
0．
鍵
本
博
訳
「
英
国
恐
慌
史
論
」
二
0
七
頁
）
ッ
ガ
ソ
・
バ
ラ
ノ
ウ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
（
蓄
積
さ
れ
る
）
資
本
の
一
部
分
の
み
が
消
費
の
要
素
に
転
化
す
る
に
対
し
、
他
の
部
分
は
全
く
消
費
と
無
関
係
で
あ
り
、
個
人
の
所
得
と
な
ら
な
い
社
会
的
費
用
部
分
を
表
わ
す
の
で
あ
る
。
」
（
ニ
―
三
頁
）
し
た
が
っ
て
、
「
社
会
的
生
産
が
釣
合
よ
く
配
分
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
消
費
の
減
退
も
消
費
物
需
要
の
減
少
も
、
市
場
に
お
い
て
何
ら
需
要
に
た
い
す
る
供
給
の
過
剰
を
惹
起
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
ニ
―
七
頁
）
か
よ
う
に
、
ッ
ガ
ソ
・
バ
ラ
ノ
ウ
ス
キ
ー
に
お
い
て
ほ
表
式
分
析
は
均
衡
配
分
の
理
論
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
産
業
恐
慌
は
、
こ
の
生
産
の
均
衡
的
配
分
に
到
達
す
る
こ
と
の
困
難
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
(
1
1
四
九
頁
）
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
表
式
の
示
す
均
衡
じ
た
い
は
決
し
て
恒
常
的
な
均
衡
の
実
在
と
い
う
理
論
的
な
結
諭
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
表
式
に
示
さ
れ
る
蓄
齋
率
が
、
消
費
の
一
定
の
状
態
と
、
利
澗
率
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
か
ら
、
再
生
産
表
式
は
、
た
だ
消
費
と
生
産
と
の
窮
極
的
な
連
繋
1
1
矛
盾
の
態
様
の
み
を
表
示
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
R
o
s
a
 L
u
x
s
e
m
b
u
r
g
:
 D
i
e
 A
k
k
u
m
u
l
a
t
i
o
n
 d
e
s
 Kapital. 1912.
益
田
、
高
山
共
訳
「
資
本
蓄
腋
諭
」
。
プ
ハ
ー
リ
ン
の
実
現
理
論
に
お
け
る
設
題
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
均
衡
が
存
在
し
て
い
る
ー
何
故
に
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
か
？
均
衡
が
破
れ
た
ー
い
か
に
し
て
そ
れ
が
修
復
さ
れ
る
か
？
そ
れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
均
衡
の
要
求
で
あ
る
。
」
（
プ
＾
ー
リ
ソ
「
転
形
期
の
経
済
学
」
稲
垣
守
克
訳
二
0
0頁
）
ブ
＾
ー
リ
ソ
に
よ
れ
ば
、
均
衡
は
、
(
1
)
部
門
間
の
均
衡
（
二
）
生
産
と
梢
費
と
の
均
衡
か
ら
な
る
。
（
ブ
＾
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
七
八
283 
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
考
え
る
の
で
、
七
九
一
ま
ず
こ
の
結
論
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
欄
筆
し
、
次
穣
の
考
察
を
侯
ち
た
い
と
思
う
。
（
一
九
五
七
•
五
・
一
九
）
で
あ
っ
て
、
景
気
変
動
に
お
け
る
資
本
蓄
積
と
市
場
問
題
の
よ
り
立
ち
い
っ
た
態
様
を
直
接
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
つ
ぎ
に
つ
づ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
＜
課
題
な
の
で
あ
る
が
、
、
一
応
古
典
的
販
路
法
則
の
論
破
と
、
そ
こ
に
お
け
る
問
題
の
所
在
が
、
加
速
度
的
な
生
産
手
段
の
充
用
を
み
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
め
る
蓄
積
論
に
よ
っ
て
媒
介
せ
ら
れ
た
生
産
手
段
市
場
の
比
重
の
確
認
、
お
よ
び
、
同
時
に
消
費
が
市
場
に
お
け
る
一
定
の
均
衡
の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
要
素
で
あ
り
、
生
産
と
消
費
と
の
矛
盾
が
こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
の
市
場
問
題
の
核
心
で
あ
る
こ
と
、
が
、
探
り
あ
て
ら
れ
た
と
と
み
な
す
と
こ
ろ
の
、
販
路
に
お
け
る
無
矛
盾
性
の
主
張
は
、
充
分
全
面
的
に
枇
判
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
の
ー
リ
ソ
「
帝
国
主
義
と
資
本
蓄
積
」
小
管
省
三
訳
二
五
六
頁
以
下
、
二
六
七
頁
以
下
）
ブ
ハ
ー
リ
ソ
に
よ
れ
ば
恐
慌
と
ほ
、
均
衡
の
破
壊
に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
(
-
)
部
門
間
の
比
例
性
の
破
壊
（
三
七
三
頁
）
（
二
）
一
定
の
水
準
以
下
へ
の
消
費
の
減
少
(
1
1
一
七
七
頁
）
11
労
賃
低
下
(
-
1
一
九
八
頁
）
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
に
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
の
表
式
理
解
に
し
た
が
え
ば
、
均
衡
破
壊
は
、
た
だ
偶
然
的
な
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
、
逆
に
「
恐
慌
そ
の
も
の
が
均
衡
化
の
一
形
態
」
な
の
で
あ
る
。
（
マ
ル
ク
ス
前
掲
書
二
七
六
頁
）
「
資
本
主
義
的
生
産
の
基
礎
に
お
い
て
は
、
種
々
な
る
生
産
部
面
に
必
要
な
均
衡
化
…
…
は
、
不
断
の
不
調
和
の
不
断
の
揚
棄
に
よ
る
以
外
に
ど
う
し
て
可
能
で
あ
る
の
か
？
」
（
前
掲
書
二
八
六
頁
）
こ
う
し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
表
式
に
お
け
る
法
則
理
解
は
、
ブ
＾
ー
リ
ソ
の
均
衡
条
件
の
理
解
と
は
全
く
異
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
体
系
に
お
い
て
は
、
精
緻
な
論
理
構
造
に
よ
っ
て
、
需
要
・
供
給
の
変
動
を
捨
象
し
た
抽
象
段
階
に
お
い
て
、
生
産
物
の
実
現
に
内
在
す
る
矛
盾
が
措
定
S
e
t
z
e
n
さ
れ
、
古
典
的
な
リ
カ
ー
ド
1
1
セ
イ
の
販
路
法
則
が
批
判
せ
ら
れ
理
論
に
く
ら
べ
て
、
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
マ
ル
ク
ス
の
体
系
は
、
過
少
雇
傭
均
衡
の
可
能
性
と
い
う
特
定
条
件
の
分
析
に
力
を
注
い
だ
ケ
イ
ン
ズ
の
、
、
、
よ
り
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
循
環
の
諸
側
面
の
構
造
分
析
に
お
い
て
は
、
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
a
p
p
a
r
a
t
u
s
に
利
用
す
べ
き
も
の
が
す
く
な
く
な
い
。
い
ま
、
本
稿
の
検
討
に
よ
っ
て
、
す
で
に
景
気
変
動
を
外
在
的
な
あ
る
い
は
偶
然
的
な
攪
乱
